參 YAMAHA 

デジタルヴウンドプ□ジェクター 

YSP - 已〇〇 

取扱説明書 



リモコン機能ガイド 

TV/AV/ 丫 SP スイッチ: TV/AV モード時 I __^卜 

(YSP r け 

ぶ-ヒント 

外部機器を操作するには、 U モコンコードを登録する必要があります (78 ページ)。 
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S ■モード 自 BBS 入カモード ス IJ- プ 

ロロ □口 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム ' 
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マイピーム- 

回 
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ステレオ 7イピーム7イサラウンド 

同同 rr 



放送メディア切り替えキー 

デジタル放送対応のテレビ/ DVD レコーダーで受信する放送メ 
ディア ( BS 放送/ CS 廠送/地上デジタル放送/地上アナ n グ放 
送)を切り誓えます。 



EPG キー 

デジタル放送対応のテレビ/ DVD レコーダーでデジタル放送を受 
信しているときに、電子番組表 ( EPG ) を表示します。 


メニューキー 

(ニュ—化 表示します。 


TV / AV / YSP スイッチ 

リモコンの操作モードを切り誓えます。 


戻る キー 

前の;ニューに戻ったり、メニューを終了します。 


力ーソル ( A / ▽パル) キ ー / ミ 夫定キー 

メニューを選択-決定するとをなどに使巧します。 


録画番組キー 

デジタル放送対応の DVD レコーダーに録画したデジタル放送番組 
を表 TJX します。 




























































































リモコン機能ガイド 

TV/AV/YSP スィッチ： TV/AV モード、 YSP モード共通 


々3を 


ビデオ DVD AUX 

口門口 


テレビ I 入力1 スス I 己 

alp □ 


M モード 自 MSE 乂カトド 

口 □ □ 


マクロ 

ス y - ブ 

口 


5ビーム ST+ 3 ビーム 3ピーム 

回厚一 

ステレオ マイビームマイサラウンド 

m m m 


回 

回’ 

回回回 

D* 巧 ■ テコーター 

II 10 の]!に 1…。11 (isj 



電源(と)/1)キー 

YSP- 已日〇の電源のスタンバイ/オンを切り誓えまず (3] ぺージ)。 


電源 ( AV ) キー 

選択した機器の電源のスタンバイ/オンを切り替えます (79 ページ)。 


電源 ( TV ) キー 

テレビの電源のスタンバイ/オンを切り誓えます (8 日ページ)。 


入力選択キー 

再生する機器を選択します (43 ページ)。 


テレビマクロキー 

1 

テレビマク□を設定します (82 ページ)。 




曰至 (+/—) キー 

丫 SP- 已日日の音量を調節します (46 ぺージ)。 


チヤンネル （+/—) キー 

テレビやビデオのチャンネルを切り誓えます (7 白ページ)。 


テレビ音量 （+/ —) キー 

テレビのボ U ュームを調節します (7 吕ページ)。 


テレビ入力切曾キー 

テレビの入力を切0誓えます (7 白ページ) C 


テレビ消音キー/コードセツトキー 

テレビを消音します (7 目ページ)。 

U モコンコードを登録する （78 ページ）とをや、テレビマク□機 
能を使ラ （83 ページ)とさに使用します。 


消音 キー 

YSP- 已日日を消音します (4 目ページ)。 




















































































































リモコン機能ガイド 


TV / AV / YSP スイッチ： YSP モード時 


厅 V / AV し 
し YSP 广 


赤外線送信部 

U モコン操作用の赤外線信号を送信します (3 日ページ)。 



音量モードキー 

音量を抑えてサラウンド再生を楽しむとさに使用します 
(已日ページ)。 


自動設定キー 

自動設定(ビーム調整+音質調整)するとをに使用します 
(37 ページ)。 



CH レベル キー 

各チヤンネ J レの音量を調節します (73 ページ)。 


力ーソル(合/ ▽/</>) キ_/決定キー 

^ ニューを選択するとさなどに使用します。 

^ニュー画面上では、 ▲/▼/◄/► び力ーソル(^/▽/づ/〇) 
キーを表しています。 


D がな デコーダー 



音量 チャンネルテレビ音量 



、し _ _ J 、し _ . J 


消音 


テレビ入力切替テレビ消音 



テスト キー 

テスト音を出力します (7] ページ)。 































































































































































































トランス 5 ツシヨンインジケーター 

U モコン操作用の赤外線信号を送信しているとさに点灯します。 


マイ ビーム 用マイク 

マイビームの自動角度調節でテスト音を測定するとをに使用します(日已ページ)。 


入カ モー ド キー 

本機に入力される音声信号を選択します (73 ページ)。 


r 


ス U — プ キー 


スリープタイマーを設定します（日7ページ)。 


L 

J 


ビームモードキー 

ビームモードの設定を変更します (47 〜4目、日3、日4ページ)。 


ァ _] —夕一^— 

サラウンドモードを選択します（已]ページ）。 


D 音声を重キー 

デジタル音声を重の設定を切り誓えます(已8ページ)。 


メニューキー 

テレビ画面に^ニューを表示します(目0ページ)。 



戻る キー 

ひとつ前のメニューに戻ります(色]ページ)。 
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安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの r 安全上のごま意」をよくお読みください。 


ここに示したま意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々への危害や財産への損害を 
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでも見5れる所におず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


AA 

「ごま意ください」といラま意喚起をおします。 

Q®®®® 

「〜しないでくださしりといラ「禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください」という強制を示します。 


■ r 警告 J と r ま意 J にごいて 


i^TF、 誤った取り扱いをすると生じることげ想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死 t する 
可能性または重傷を負ラ可能 
性げ想定される」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、「傷害を負 
ラ可能性または物的損害が発 
をする可能性び想定される」 
内容です。 


r A 警告 1 


電源/電源コード 


〇 

化ず実行 


電源プラグは、見える位置で、手が届く轟固のコ 
ンセントに接続ずる。 


万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 


プラグを巧< 


下記の場台には、すぐに電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか5抜く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 ♦ 煙が出る。 

参内部に水や異物が混入した。 


そのまま使巧すると、火災や感電の原因になります。 


Q 

禁止 


電源コードを傷つけない。 

♦重いものを上に載せない。 

♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

参熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 


な線びむき出しのまま使用すると、义义や感電の原因に 
なります。 


〇 

化ず実行 


必ず AC 100 V (已 0/60 HZ ) の電源電圧で使用 
する。 


それ拟外の電源電圧で使用すると、乂义や感電の原因に 
なじます。 


〇 本機の STANDBY / ON スイッチでスタン J ':イが 
態にしても、本機はまだ通電状態にありまず。 

本機を完全にま電源か5切り離すためには、電源 
0ず実行 コードをコンセントか5巧いてください。 


電池 


0 


電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火がやけびの原因になり 
ます。 


S ) 


電池か6もれ出た液には直接觸れない。 

液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ 
にかで洗い流し、医師に相談してください。 


分解禁止 


分照異止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶細こ開けな 
い。 

火災や感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依顆ください。 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• 浴室*台所-海岸*水辺 
♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 
参雨や雪、 7 k がかかるところ 


水の混入により、乂义や感電の原因になります。 


0 

禁止 


放熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ 巧やテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 
• 怖向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこもり、火がの原因になります。 


使用上のま意 




放熱用の通風孔か5金属や紙片など異物を入れな 
い。 

火災や感電の原因になります。 


〇 

化ず実行 


本機を落としたり、本機が破損した場台には、必 
ず販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


巧巧禁止 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには軸れ 
ない。 

感電の原因になります。 


〇 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品- n ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 


手入れ 


〇 

化ず実行 


電源プラグのゴ S やほこりは、定期的にとり 

除く。 


ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A 注意 


電源’/電源'コード 

電ぉ 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグを 
pS ^ ] ンセントから抜く。 

最や感電 CD 願になります。 

プラグを巧く 

電池は極性表示(プラス+とマイナスー)に従っ 
■ B r . 正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火災やけびの願にな 
0 ず実行 ります。 

めれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の駆!になります。 

めれ手篇止 

乂^指定 L ソがの電池は使用しない。また、種類の異な 
fV 1 る電池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用し 
V ^なぃ。 

禁止 破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ5 
^ 1 ない。 

コードび傷つき、火がや感電の原因になります。 

禁止 

電池と金属片をいっしょにボケットやバッグなど 
pv J に入れて携帯、お管しない。 

電池びシヨートし、破裂や液をれにより、火災やけびの 
禁止 原因になります。 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差 
MB し込む。 

盖 し込みび不充分のまま使用ずると感電したり、フラグ 

0ず^な にほこりび堆積して発熱や乂がの原因になります。 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れ 
f X 1 f ょぃ。 

破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

禁止 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがある 
iX 1 コンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースか5取りが 

破裂や液もれにより、火災やけびの願になります。 

化ず実行 


〇 使い切った電池は、自治体の条例または取り決め 
に従って廃棄する。 

化ず実巧 


己 
























設置 

© がず吕人 L ソ上で開栖ゃ持ち運びをする。 

重いので、けがの原因になります。 

化ず実け 


Q 不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機び落下や乾倒して、けびの原因になります。 


Q 


直射日光のあたる場所や、温度び異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の外装び変おしたり内部回路に悪影響び生じて、 
火災の原因になります。 


Q 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なります。 


〇 

化ず実行 


他の電気製品とはできるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあります。 


移動 


を 

プラグを巧< 


移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべて 
の接続をがす。 


接続機器び落下や乾倒して、けびの原因になります。 
コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 


0 音び歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、乂がの原因にな0ます。 


A 

ま意 


環境温度が急激に変化したとき、本機に結露び発 
生ずることびあります。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 


禁止 


業務用機器とは接続しない。 


デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてし、 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを 傷める原因になります。 


手入れ 


〇 

かず実行 


手入れをずるとをには、必ず電源プラグを 
抜く。 

感電の原因になります。 


Q 薬物厳禁 

ベンジン-シンナー-を成洗剤等で外装をふかな 
し、。また接点復活剤を使用しない。 

垃止 

が装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 


使用上のを意 


〇 

がず実行 


再生を始める前には、デジタルサウンドプ□ジエ 
クターの音量(ボ U ユーム)を最小にする。 

突然大きな音び出て、聴覚障害の原因になります。 
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機器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容 
易に手び届く状態でご使用ください。 


InteU 旧 earn 

r インテI」ビーム」 rintell 旧 earn」 は、ヤマ八株式会社の商 
標でず。 


r f 音 01 チケ'ント 1 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場丽こよっては大変気に 
なるちのです。隣近所への配慮を充分にし 
ましよう。静かな夜間にはかさな音でもよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ城ところに迷惑をかけてしまいます。適当な音 
量をむがけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるの 
ち 一つの 方法です。音楽はみんなで楽しむちの、お互いに 
むを配り快適な生活環境を守りましょラ。 


□□ IpOLBYl 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー」、 「PR 日 L 日 G に」およびダブル D 記号 □□ 
は、ドルビーラボラトリーズの商標です。 


蠢化 

扣が al Surround |Neo:f 

DTS および Neo: 己は DTS 社の登録商標です。 


SRSC») 


truBass 


Tru 目 ass、SRS と（参）記号は SRS Lab, Inc. の商標です。 
Tru 巨 ass 技術は SRS Labs, In 巳.か 5 のライセンスに基づ 
さ製品化されています。 


巧 

AAC 


AAC □ゴマーク f 夕はドルビーラボラトリーズの商標で 
す。し处下はパテントナンバーです。 


〇呂/937.白已〇 已.己33.981 


已呂4呂391 
已，2曰1.巳已7 
已，4已1.白已4 
已400 433 
已，222.1扫白 
已，3已7.巳白4 
已フ己吕22已 
已，394.473 
已，已83.白己己 
已,27斗740 


已297 23己 
4,日14,7日] 

巳,2吕己，671 
日7/巨4已.已已0 
已，已79,430 
曰扫/6フ8.巨6巨 
98/03已37 
白7/0287已 
白7/02874 
白扫/0303白 


己.227.7呂呂 
已 .2 扫巳,4白8 
己.4扫1.日14 
己.巳92,已84 
已 .7 扫1.888 
08/039,478 
08/211,547 
己，703，白白白 
08/扫巳7,巳4己 
0召/扫日4.844 
己.299,23呂 


已 .299, 239 
已.己99,24已 
已,1白7,087 
已 .4 白曰,170 
已.己已4,84巨 
已.己已召,己8己 
已,37已 .18 白 
已.已81,6已4 
〇已 -183 .白扫8 
已，已48,已74 
08/己06,729 


⑥ 

世巧に広く特許申請中の1 Ltd か5ライセンスを受けて 
いまず。 

© は1 Ltd の商標です。 


EUPHONY 

A EUPH 口 NY ( ユーフォニー ) はダイマジック社の商標 
です。 
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はじめに 


映画館にいるよラなサラウンド空間を実現するためには、いくつちのスピーカーをそろえ、リス 
ニングルームのあちこちに設置ずるのび従来のマルチチヤンネルサラウンドシステムの常識と考 
えられてさました。その常識を巧ち破り、煩雑なスピーカーの設置や配線といったネガティブな 
要素を取りのぞし、たのびヤマノげ'ジタルサウンドプ□ジェクター 「YSP- 已00」です。 

YSP- 已〇□は、内蔵した2個のウーファーと]己個のルロ径スピーカーをアレー(格テ)状に配置す 
ることにより、ス U ムなデヴインと大迫力のサラウンドサウンドを実現しています。 

ひとつひとつのルロ径スピーカーから出力される音声の遅延時間を微妙にコント□ールずること 
によって、ルロ径スピーカー全体でチヤンネルごとに指向性の高い音声を作り出しまず(音声の 
ビーム化)。ビーム化された音声の指向性（ビームの角度)は、遅延時間を変えることによって調 
節しています。 

フ□ントも旧）、フ□ント左 (L)、 サラウンドも (SR)、 サラウンド左 (SL) のそれぞれのチヤンネ 
ル音声に巧して音声のビーム化を行い、投射されたビームは U スニングルームの壁に反射して視 
聴位置に向かいまず。そして、ビーム化されたセンターチヤンネル (C) の音声を加え、已 .1 チヤ 
ンネルの U アルサラウンドを創造します。 

これにより、まるで U スニングルームにいくつちのスピーカーを配置したかのよラなサラウンド 
空間を実現します。 

YSP- 已00の機能をフルに活用し、部屋いっぱいに広びる U アルサラウンドの醒剛巧をを分にお 
楽しみください。 


音声ビームイメージ 



仮想フ□ントスピーカー巧置 


:仮想サラウンドスピーカー位置 
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はじめに 


9 本機の特長 


デジタルヴウンドプ□ジェクター 


機能搭載 


与8ぺージ 


を彩な音響技術に対応 

=>51ぺージ 


音に指向性を持たせる（ビーム化する）ことによ 
り、本機1台でサラウンド再生を実現します。 
け下のビームモードでサラウンド再生び可能です。 
参已ビーム参 ST +3 ビーム参3ビーム 
上記じ(外に、ステレオ再生機能およびマイ 
ビーム機能を搭載しています。 


マイヴラウンド機能搭載 

U スニン グポジシヨンび本機から近かった 
り 、 U ス ニン グルームび 狭いなど、 ビーム 
によるサラウンド効果び得られない環境で 
ちサラウンド感を演出します。 

「マイヴラウンド」は、株式会社ダイマジックの 
EUPHONY 技術とャマノけ朱式会社のビーム再 
生方式とを融合し、最適化した新機能です。 


LU 下の信号方式に対応したデコーダーを搭 
載しています。 

参ドルビーデジタル 

DVD やブルーレイディスク 、 HD DVD 
び標準採用している音声フォーマットです。 

参 DTS 

DVD やブルーレイディスク 、 HD DVD 
び採用している音声フォーマットです。 

• AA 巳(アドバンスト-才ーディオ-コーディング） 
B S デジタル放送や地上デジタ;レ放送び 
採用している音声フォーマットです。通 
常の2チヤンネルステレオ音声に加え、 

已 . 1チヤンネルのサラウンド音声やを言 
語の放送を可能にしています。 

上記に加え、2チヤンネルソースを已 .1 チヤ 
ンネルに拡張して再生するドルビープ □□ 
ジック、ドルビープ□□ジック II、 DTS 
Neo :日を搭載しています。 


マイビーム機能搭載 

ビーム化した音声を視聴者に直接向けるこ 
とにより、周囲び騒びしいときにもテレビ 
などの音をはっさりと聞さ取ることびでさ 
ます。 I 」モコンのキーを巧すだけで、自動 
的にビームの角度を調節します。 

自動設定機能(インテリビーム） 


コード設定機能付リモコン 

U モコンコードを設定することにより、付属 
の U モコンでテレビ、 DVD プレーヤー/レ 
コーダー、 BS デジタル/ケーブルテレビ 
チューナー、ビデオデッキを操作でさます。 
地上デジタル放送対応のテレビや HDD / 
DVD レコーダーの U モコンコードち設定する 
ことびでさます。 


搭載 


づ34ぺージ 


サラウンド環境の設定を、付属のインテ U 
ビームマイク（高性能測定用マイク）を使用し 
て自動で行うことびできます。ビームの向 
さ-音質を設定し、お使いになるお部屋に合 
わせて最適な視聴空間をつくり出します。 



設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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はじめに 


& 本書の記載について 

-本書は YSP - 已00の設置.接続および操作方法について説明しています。他の外部機器の操作 
方法については、各機器に付属している取扱説明書をご参照ください。 

•本書では、本体と U モコンのどちらでち操作できる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載し 
ています。キー操作時、フ□ントパネルディスプレイに 「 Prohibit 」 と表示された場合、現在の 
状態では、該当キーの操作び適用でさないことを表しています。 

では操作■設定を行ラ際に留意ずベさ事項、：か ヒント では知っておくと便利な補足情 
報を記載していまず。 

-本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一 
部異なる場合びあります。また、仕様は予告なく変更されることびあります。ご了承ください。 


み効果的なサラウンドのために 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現するといラ特性上、な下のよラな環境では十分な 
サラウンド効果び得られなかったり、まったく得られなし)場合びあります。 


-ビーム経路上に壁びない部屋 

-壁の材質び吸音素材ででさている部屋 

-部屋の大ささび幅 3 m 〜 7 m 、 奥行さ 3 m 〜 
7 m 、 高さ 2 m 〜3.已 m にあてはまらない部 
匡 

• 本機から視聴位置までの距離び1 .8 m 未満の 

场口 

-ビーム経路上に出っ張った家具などの障書 
物びある部屋 


-壁に近いところに視聴位置びある場合 
. 視聴位置び本機の正面にない場合 

か-ヒント 

-「マイサラウンド」 （49 ぺージ）を選択していると 
をは、上記の環境でをサラウンドをお楽しみいた 
だけます(視聴位置び本機の正面にない場合をの 
ぞく)。 

-「ステレオ」（巳3ぺージ)および「マイビーム」（已4 
ページ)を選択しているときは、上記の環境に関 
ななくお楽しみいただけます。 
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はじめに 


み 付属品を確認する 


同おされている付属品びずべてそろっていることをご確認ください。 


リモコン：1個 
谱頭） 


簡易接続-操作ガイド：1枚 サラウンド確認巧 DVD 

(説明書付)：1巧 


優]。©© 

ご口 _Q ぶ 

Q 赏赏寶 

5 田 e □ 
囚因因 

を因’茵' 

日回回 
〔|叫ド~1«]い S) 

0x^0 






インテ IJ ビーム マイク: 
1個/ 6 m (34 ベージ) 



光ファイバーケーブル： ビデオ用ピンケーブル(メニュー表示用): 

2本/1.己 m (20 ぺージ） 1本/1•己 m (20 ぺージ） 


ステレオピンケーブル： 

1本/1.日 m に0ベージ) 



簡易マイクスタンド： ケーブル押さえ：1個 

2枚1セット （3 日ページ） （20 ページ） 


固定テープ: 4個 
(18 ベージ） 



ぶ-ヒント 

' 付属のケーブルは、接続状況によりホる場合びあります。 

' 音声用の付属ケーブル(ステレオピンケーブル.光ファイバーケーブル)のラち、ステレオピンケーブルは 
アナ□グ音声信号を、光ファイバーケーブルはデジタル音声信号を伝送します。 



















































サラウンドサウンドを楽しむまでの流れ 


ぶ-ヒント 

設置状況により、「1」と「2」は順番を入れ替えたほラびよい場合もあります。 


1 本機をリスニングルームに設置します。 \ 

、 「設置する」 （] 6ページ） J 




2 本機をテレビやその他の外部機器と接続します。 > 

心 r 接続する」 （] 9ページ） J 





3 リモコンや設定•操作の準備をします。 

、 「 U モコンの準備をする」 （29 ページ） 


- h 




4 自動設定(インテリビーム)で、本機を使うための設定をします。 > 

「本機を自動設定する（インテリビーム)」 （34 ページ） 1 

- J 




日 音芦を再生し、デジタル信号が本機に入力されていることを確認しまず。 

「入力音声を再生する」 (43 ページ） 




6 ビームモードの設定を変更します。 

「サラウンド再生を楽しむ」 （47 ページ） 

V 




ちつと本機でいろいろなことがしたい！という方は 



7 詳細設定やリモコンコード設定などを行います。 > 

、「本機を詳細に設定する」（已9ぺージ)、 r 本機の U モコンで外部機器を操作する」 （78 ぺージ) J 
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各部のち祿とはた 5 を 

な 前面(フロントパネル) 



〇 INTELLIBEAM pJlI ら端子 

付属のインテ U ビームマイクを接続しまず 
(34 ぺージ)。 

0 フ己ン トパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します 
(14 ページ)。 

0 リモコン受光窓 

U モコンの赤外線信号を受信します 
(30 ぺージ)。 


〇 INPUT キー 

再生する機器を還択します。 

©VOLUME+/-*- 

音量を調節します (46 ページ)。 

〇 st^KSby/on*— 

電源のスタンバイ/オンを切り替えます 
巧]ページ)。電源をオンにしてからも数秒間 
は音び出ません。 

- 

スタンバイになつている間も、 U モコンからのホ 
外線信号を受信するために、少量の電力を消費し 
ています。 



設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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を部の名称とはた 5 き 


〇 フ〇ン W 《ネルデイスプレイ 


-T-m- 


0 0 


000 


» ) EQUAL N に HT SLEEP 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 




[cHs 


AA^PCWlfanDIGITAL 皿 PL n 


MUUIDUAL VOL 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

----------- ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ 


dB =: 


が 


〇 SRS TruBass インジケーター 

SRSTru 日 ass をオンにして、低音域を効果的 
に再生しているときに点灯します (68 ぺージ)。 

0 EQUAL インジケーター 

テ レビ音量一定モー ドで再生しているとさに 
点打します(已己ページ)。 

© MGHT インジケーター 

ナイト U スニングモードで再生しているとき 
に点灯します(已巨ページ)。 

〇 SI _ EEP インジケーター 

ス I 」 ープタイマー設定時に点灯します 
(已7ぺージ)。 

@ PCM インジケーター 

PCM 信号を再生しているときに点灯します。 

〇 デコーダーインジケーター 

本機に内蔵されているデコーダーび作動して 
いるとさにそれぞれのインジケーターび点灯 
します(已〇ページ)。 


© MULTI インジケーター 

マルチチヤンネルデジタル音声信号を入力し 
ているときに点打します。 （4 已ページ)。 

© DUAL インジケーター 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重放送び入 
力されているときに点打します(已〇ページ)。 

〇 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します (46 ページ)。 

⑩ マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイ 

設定値などの情報をアルファべットゃ数字で 
衷术しおす。 

か-ヒント 

「フ□ントパネルディスプレイ表示を設定する(本体 
表示設定)」 （70 ぺージ)で、フ□ントパネルデイス 
プレイの明るさや文字の表示設定を変更することび 
でをます。 
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各部の名称とはた 5 を 


制 面（リアパネル) 




國圖顿 ◎ 


夕 


0000 000 0 


感 


@ 


忌曲感 


が 


ビデオテレビ/サ乃-ファ-ビデオテレビ/チトナ- DVD AUX システム毎爲 

チユーナー -巧- 同な 

-才ーディオ入力-出力—— -デジタル入力- 


〇 才ーデイオ入力（ビデオ)端子 


〇 光デジタル入力 (DVD) 端子 


ビデオデッキとアナ□グ接続します (2 已ぺージ)。 DVD と光デジタル接続しますに2ぺージ)。 

〇 才ーディオ入力(テレビ/チユーナ ー) 端子 〇 同軸デジタル入力 (AUX) 端子 

テレビ/チューナーとアナ□グ接続します 外部機器と同軸デジタル接続します 


にし23ページ)。 


0 出力けブウーファー)端子 

サブウーファーと接続します (27 ぺージ)。 

〇 出力（ビデオ)端子 

本機のメニューを表示させるため、テレビの 
映像入力端テと接続します (21 ページ)。 


@ 光デジタル入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーと光デジタル接続します 
にし23ページ)。 


(2 己ぺージ)。 

〇 システム接続端子 

システム接続端テびあるヤマノ \製のサブウー 
ファーとシステム接続をするときに使用しま 
すに7ぺージ)。 

〇 電源コード 

AC コンセントに接続しますに8ぺージ)。 



設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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設置ずる 


ここでは本機の設置方法について説明します。下記の r 設置上のごを意」を参照のラえ、安全な場 
所に正しく設置してください。なお、ビーム経路上に家具などの障害物びあると適切なサラウン 
ド効果び得られない場合びありますので、ビームの経路を考慮した上で設置位置を決定してくだ 
さい。 


本機の設置には、十分な放熱スペースび必要です。本機の上部に已 cmLU 上スペースび開くよラに設置し 
てください。上部または下部にスペースびないラックの場合は、熱びこちらないよラを部に十分な通気 
スペースを確保してください。 ヤス) けを奨のラックは安全性を確認;'きみですので、安むしてご使用いた 
だけまず。 

本機は8.已 kg の重さびあります。地震などの振動やお子様の接軸などで本機び落下しないよラに設置し 
て < ださい。 

ブラウン管式テレビなど、発熱体の上へは直接設置しないでください。 

本機は、防磁型設計となっておりますび、万ーテレビに色ムラなどび生じるときは、テレビと本機の距 
離を離してご使用ください。 

車や船舶などには設置しないでください。故障の原因になりまず。 


9 本機を板置きずる 

設置状況によっては、テレビや DVD プレーヤーなどの外部機器を接続してから本機を設置した 
ほラびよい場合ちあります。一度仮置さをして設置状況をご確認のラえ、設置と接続 （1 目ペー 
ジ〜)のどちらから行ラか決定することをおずすめしまず。 r 接続の際は」 （20 ページ)ち合わせて 
ご覧ください。 


9 本機を IJ スニングルームに設置ずる 

十分なサラウンド効まを得るために、ちページの図のよラに家具などの障書物びビーム経路と重 
な5ない場所に設置してください。 

本機を壁と平行に設置する場合には、でさるだけ左ちの壁の中央に設置し、本機び左ちの壁に近 
づさすざないよラにしてください。 

本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、隣接する壁との角度び4ぴ〜已ぴの間に 
おさまるよラに設置してください。 
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設置ずる 


家具などの障害物 


C 壁と平行に設置： 

已ビームモードに設定した場合〕 



C コー ナーに設置： 

ST+3 ビームモードに設定した場合] 


40。 



設置例1 



できるだけ左ちの壁の 
中央に設置ずる 



設置例2 






本機について画巨届捏 sa 準備ずる 設定ずる 基本操作 応用操作 
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設置ずる 


ラックへの設置例 


本機を固定する 


市販のラックを使用して、本機を設置しま 
す。 


ラックは本機を設置するのに十分なサイズと放 
熱スペース、本機とテレビを設置するのに十分 
な強度を持ったちのをお買いホめください。 



棚の上に本機を設置した場合は、下図のよラ 
に付属の固定テープ (4 個）を本機の底面四隅と 
ラック等の上面に貼り、固定してください。 

- " 11 ^^ - ■ 

-上面び傾いたラックの上には設置しないでく 
ださい。本機び落下ずるとけびの原因になり 
まず。 

-固定テープを貼る前に、ラック等の上面をき 
れいに拭いてください。をし表面びミちれてい 
たり、または磊れていたりずると、テープの 
接着力び弱まり、本機び落下ずる原因になり 
ます。 
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接続ずる 


本 M は光ブジタル麵モを 2 系統、同軸ブジタル麵モを 1 系統、アナ□ク麵モを 2 系統扛備していま 
す。それらを利用してテレビや DVD プレーヤー、デジタルチューナー、ビデオデッキやゲーム 
機などを接続してください。また、サブウーファーを本機に接続すると、よりダイナ三ックな低 
音を楽しむことびでさます。本機とそれぞれの機器の詳しい接続ち法については21ページ〜27 
ページをご参照ください。 


音声接続 
映像接続 


テレビ 



DVD プレーヤー/ サブウーファ- 

レ コー ダー 


デジタル/衛星放送/ ビデオデッキ、 

ケーブルテレビチューナー CD プレーヤーなど 


本機について目直届捏 sa 準備ずる 設定する 基本操作 応用操作 付録 
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接続する 


〇 接続の薑礎知識 


接続の際は 

本機を一度仮置さしてみて （1 巨ページ)、設置 
してからでは接続できなかったり、やりにく 
い場合は、接続してから設置してください。 
また、接続する機器に付属の取扱説明書ちあ 
わせてご覧 < ださい。 

接続ケープルについて 

本機と外部機器との接続では、 LU 下のケーブ 
ルを使用します。 


光ファイバーケーブルのキャップについて 

光ファイバーケーブルにキャップびついてい 
る場合は、取り外してから接続してくださ 
い。また、端テの形状をご確認のラえ、正し 
い向きで接続してください。 



音黃 


〇 ステレオピンケープル(付属） 


(白） 


(航 


1,、 


(白） 


(航 


巧ファイバーケープル咐勵 


cai- 


- B 1& 


〇 デジタル音青ピンケーブル 

(桓） (—11 t ~~し 


ir 


(樹 


〇 サブウーファー用ピンケーブル 


〈システム接続端子があるヤマ A 製サブウーファーの場合> 
0 システム接続ケープル(サブウーファーに付属） 



光ファイバーケーブルの固定について 

ケーブルの脱落を防ぐため、付属のケーブル押 
さえで固定します。ケーブル押さえの□び開い 
ている方を上にして、本体背面の適当な位置に 
取り付け、ケーブルを固定してください。 



光ファイバー 
=0^ケーブル 

ク 本機へはりつける 


映像 

1 ビデオ用ピンケープル(付属） 

馈）斗巨--煩) 
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接続ずる 


な テレビを接続ずる 

音芦接続 

-テレビの光デジタル出力端子と本機の光デジタ 
ル入力(テレビ/チューナー)端子を付属の光 
ファイバーケーブルで接続します。デジタル放 
送のデジタル音声を楽しむことびでさます。 

•テレビに光デジタ J レ音声出力端モびない場合や、 
デジタル放送に加えてアナ□グ放送の音声ち楽し 
む場合は、テレビのアナ□グ音声出力端子と本機 
のオーディオ入力(テレビ/チューナー)端子を付 
属のステレオピンケーブルで接続します。 


映像接続 

-本機のメニュー表示用にテレビの映像入力端 
テと本機の出力（ビデオ)端テを付属のビデオ 
用ピンケープルで接続します。これにより、 
テレビ画面で音量や入力選択されている機器 
名などの情報を見たり、メニューを使って簡 
単に U スニング環境を設定でさるようになり 
ます(34、已9ぺージ)。 


か-ヒント 

-光ファイバーケーブルは接続後、付属のケーブル押さえで受けるようにすると脱落防止になりまず (20 
ページ)。 

-地上デジタル放送は、2003年12月か日開始されていまず。従来の i 也上アナ□グ放送は2011年7月 
に、 BS アナ□グ放送は201 ] 年までに終了ずることび、国のち針としてまをされています。 




子ジタ) レ放送対応のテレビをご使用の場合、 于ジタ) レ出力の AAC び有効になっていることをごお認くだ 
さい(テレビ側の設定)。詳しくは、ご使用のテレビに付属している取扱説明書をご参照ください。 


YSP- 已〇0(背面） 


卷 @1 


资 錢を哥 感 © 

ビデ3テレビ/ - 79-77 -ビデオレピ/?ユ-ナ-の ） AUX システムな 
-才 —5 ィ 



參® ©国 

e ^ 映像光デジタル 

アナ□グ音声出力入力 出力 




テレビ 


〇 ステレオピンケーブル(付属） 
光ファイバーケーブル(付属） 
(1 J ビデオ用ピンケーブル(付属） 


本機について準備ずる 設定ずる 基本操作 応用操作 付録 
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接続する 


な DVD プレーヤ ー/ レコーダーを接続する 

- DVD プレーヤー/レコーダーの光デジタル出力端テと本機の光デジタル入力 （ DVD ) 端テを付 
属の光ファイバーケーブルで接続しまず。 

-ビデオデッキー体型 DVD プレーヤー/レコーダーと接続する場合は、デジタル接続に加え 
て、 DVD プレーヤー/レコーダーのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ） 
端テをステレオピンケーブルで接続しまず。 

ぶ-ヒント 

•光ファイノ（ーケーブ j レは接続を、付属のケーブ J レ押さえで受けるようにずると脱落防止になります (20 
ぺージ)。 

.DVD プレーヤー/レコーダーに光デジタル出力端子びない場合は同軸デジタル接続をしてくださいに已 
ぺージ)。 

- 

DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力設定で、ドルビーデジタル、 DTS (またはビットスト 
リーム）が有効になっていることをご確認ください。詳しくは、ご使用の DVD プレーヤー/レコーダーに 
付属している取扱説明書をご参照<ださい。 


YSP - 500谱励 


蟹 像]® 

晤豆]®® 


ビデオ产レビ/サブウづドビデオテレビ/ 
: 'ューナー — 


—才ーデ- 


才入力-出力—— 


:ユ-ナ- DVD AUX 

—ホ- 同扣 

—デジタル入力- 


システム按巧 


ビデオデッキー体型 
DVD プレーヤ ー/ レコーダー 
を接続ずる場合 



〇 


映像信号は 

テレビへ 


光デジタル 
出力 


© © 

ちち 
アナ□グ音声 
出力 



0 ステレオピンケーブル 
〇 光ファイバーケーブル(付勵 


DVD プレーヤ ー/ レコーダー 
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接続ずる 


〇 デジタル/衛星放送/ケーブルテレビチューナーを接続する 


-デジタル/衛星放送/ケーブルテレビチューナーやケーブルテレビの光デジタル出力端テと本 
機の光デジタル入力(テレビ/チューナー)端テを光ファイバーケーブルで接続します。 

-デジタル/衛星放送/ケーブルテレビチューナーに光デジタル音声出力端モびない場合や、デ 
ジタル放送に加えてアナ□グ放送ち楽しむ場合は、デジタルテレビ/衛星放送チューナーや 
ケーブルテレビのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（テレビ/チューナー)端テを 
ステレオピンケーブルで接続します。 

か-ヒント 

-光ファイバーケーブルは接続後、付属のケーブル押さえで受けるようにすると脱落防止になりまず (20 
ページ）。 




デジタル放送対応のチューナーをご使用の場合、デジタル出力の AAC び有効になっていることをごお認 
ください(チューナー側の設定)。詳しくは、ご使用のチューナーに付属している取扱説明書をご参照くだ 
さい。 


YSP - 已〇0(背面） 


を哥 參 © 


テレビ/ - 巧-つ 7- ビデオテレビ/チ2-ナ -D\ 〕 
チユーナー 
ミ イオス■々一• 


AUX 

同扣 



〇 


© © 
ち 左 
アナ□グ音声 
出力 


图 


光デジタル 
出力 


映像信号は 

テレビへ 



デジタル/衛星放送/ケープル 
テレビチューナー 


〇 ステレオピンケーブル 
光ファイバーケーブル 


本機について準備ずる 設定ずる 基本操作 處用操作 付録 
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接続する 


地上アナ□グ放送非対応のチューナーをご使用の場合 

地上アナ□グ放送を受信しないチューナーび接続されている場合は、光デジタル接続に加えて、 
本機のオーディオ入力（テレビ/チューナー)端テとテレビのアナ□グ音声出力端テをステレオピ 
ンケーブルで接続してください。これにより、デジタル放送とアナ□グ放送の両方をお楽しみい 
ただけます。 


ご利用の際に地上アナ□グ放送の音声を出力したいとさは、チューナーの電源をオフにしてくだ 
さい。または、本機の入カモードを 「ANALOG」 に設定してください (73 ぺージ)。 

かヒント 

•光ファイノくーケーブ j レは接続後、付属のケーブ j レ押さえで受けるよラにすると脱落防止になります (20 
ページ）。 


YSP- 已〇0(背面) 


愛)獲) を哥 (§) © 

ビデオテレビ/’ブウ-フ 7- ビデオテレビ/チュ-ナ -D\ 〕 AUX システム居 


奠 


© 


テレビ/ 
チユーナー 
ミ イタれ一 


- デジタI 



〇 


アナ□グ接続： 
テレビの音声 
出力端子へ 


映像信号は 4 
テレビへ 



地上デジタルチューナー 


0 ステレオピンケーブル 
光ファイバーケーブル 
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接続ずる 


@ ビデオデッキを接続する 


ビデオデッキのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ)端テをステレオピンケー 
ブルで接続してください。 


YSP- 已〇0(背面） 




ス 



曼 

0 

圆圆 (§) © 


ビデオ 

f レピ/ブプウ-フトビデオテレビ/チュ-ナ -DVD AUX システム括民 

-ューナー -化- 同扣 


一才ーデ- 

才入力-出力—— -デジタル入力- 



J 



映像信号はテレビへ 


ビデオデッキ 


〇 ステレオピンケ-ブル 


本機について目巨届捏 sa 準備ずる 設定する 基本操作 胚用操作 付録 


2已 




































接続する 


〇 その他の機器を接続する 

その他の機器に装備されている端テに合わせ、その他の機器の同軸デジタル音声出力端テと、本 
機の入力端モ (AUX) をデジタル音声ピンケーブルで接続しまず。 


YSP - 已〇0(背面） 


( i )®®® 國圆 ©-)© 

ビデオテレビ/がウ-フトビデオテレビ/チュ-ナ -DVD AUX ' 

チューナー - % 同扣 

一才ーデイオ入力-出力—— デジタル入力 


© 




〇 


映像信号はテレビへ 



CD プレーヤーなど 


0 デジタル音声ピンケーブル 
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接続ずる 


〇ヴブ ウーファーを接続ずる 


サブウーファーのモノラル入力端テと本機の出力(サブウーファー)端テを接続します。 

か-ヒント 

システム接続端子びあるヤマ八製サブウーファーを接続する場合は、サブウーファー用ピンケーブルでの接 
続に加えて、システム接続ケーブルで本機のシステム接続端子に接続します。システム接続をすることによ 
り、本機の電源のオン/スタンバイとサブウーファーの電源のオン/スタンバイを連動させることびでさま 
す。詳しくはサブウーファーに付属の取扱説明書をご覧ください。 


YSP - 已〇0(背面） 


货 


© 


㈱ 

圆圆 (§) ©- 


ピデオテレビ/サブウ -77- 
チューナ ー 
-才ーデイオ入力-出力一- 


テレビ/チ2-ナー DVD AUX 

-巧- 同な 

-デジタル入力- 


〇 


0 


サブウーファーを本機に接続しただけでは、 
サブウーファーか5音は出力されません。ヴ 
プウーファーか5音を出力ずるには、ヴプ 
ウーファーの電源をオンにしたげ態で自動設 
定を行う （34 ページ)か、詳細設定の「「バス 
出力 J を設定ずる」 （66 ページ)で r ヴブウー 
ファー」を選択してください。 


© 


モノラル 

入力 


@ 

システム 

接攝 


ヴプウーファ- 


〇 ヴプウーファー用ピンケーブル 

システム接続ケーブル 

(ヤマ八製サブウーファーに付属） 


本機について準備ずる 設定ずる 基本操作 處用操作 付録 
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接続する 


身電源コードを接続する 

すべての接続び終了した日、本機の電源コードを家庭用 AC] 00V のコンセントに接続します。 

-すべての接続び終ねるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

-本機を移動ずるとき、本機の手入れをするとき、接続をやり直すときは、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。 


圆 




\ 111111 コンセントへ 
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■ J モコンの準備をずる 

〇 IJ モコンに電池を入れる 


1 バッテリーカバーの么マークを巧し 
ながん力/ (-ぞソ モコンか6取日 
がす 

2 付属の単3巧電池 (2 本)を、電池 
ケースに巧人ずる 

電池の向き （+/- 極性)を正しく挿入して 
ください。 


3 パツテ y — カバーを y モコンに装着 
する 



か-ヒント 

U モコンの外装保護シートは、はびしてご利用ください。 



-新しい電ミ也とちい電ミ也をおだて使用しないでください。 

-種類の異なる電池(アルカリとマンガンなど）をミ居だて使用しないでください。同じあ状でも性質の異 
なる場合びありますのでごを意ください。 

-使い切った電ミ也はただちに U モコンから取り出してください。リモコンに挿入したままにしておく 
と、破裂や液漏れの原因となりまず。 

-使い切った電'池は地域の条例または取りまめに従って廃棄してください。 

-電池び液漏れしている場合は、ただちに電池を1」モコンから取り出し、廃棄してください。その際、 
肌やを服び漏れているバッテ1」一液にふれることのないよラ十分ごを意ください。 

U モコンにバッテ U- 液び付着している場合はをれいにおさ取ってから新しい電ミ也を挿入してください。 
- U モコンから電池を取り出したら 2分 L ソ内に 新しい電池を挿入してください。これな上の時間び経過 
ずると、 U モコンの設定内容び消去されます。また、電池び切れてから2分に満たない場合でも、電 
'池の交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごを意ください。 

































リモコンの準備をする 


9 U モコンの操作範囲 

U モコンで本機を操作する際は、 U モコンの赤外線送信部を本体の U モコン受光窓 （1 3ページ） 
に向けます。 U モコン操作び可能な範囲は、本体か日巨 mLU 内で正面か日左もに3ぴ LU 内です。 



- 

-1」モコンに水や飲み物などをこぼさないよラごを意ください。 

- U モコンを落としたり、リモコンに強い衝撃を与えたりしないようごを意ください。 

- U モコンをじ(下のよラな場所に放置しないでください。 

-気温-湿度び高い場所（ヒーターの近くや風呂場など） 

一極端に気温び化い場所 
一ほこりっぽい場所 

-リモコン受光窓には直射日光や堂光灯などの強い光や液晶テレビの赤外線ノイズび当たらないよラに 
して < ださい。 

- U モコンの電池び消耗すると、1」モコンで本機を操作でさる距離び極端に短くなります。このよラな 
場合、早めに新しい電池と交換してください。 



◎ 

巨 

c 

:C 

-こ 

呈 

c 

S 

〇 

马 

二！ 

塞 

冒 

1 

冒 

口 
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設定•操作の準備をする 

9 電源をオン/ス タン/ IVにする 



本化の STANDBY / ON キーまたは 
U モコンの電源キーを巧す 

巧すたびに電源のオン/スタンバイび切り 
替わります。電源をオンにすると、フ□ン 
トパネルディスプレイに音量 (46 ページ） 
び表示され、続いて再生する機器名 (43 
ページ）と、現在選択されているビーム 
モード名 (47 ページ)び表示されます。 



本体 リモコン 



再生ずる 還択されている 

機器ち ビームモー ドち 











































































設定•操作の準備をずる 


〇 テレビ画面にメニュ—を表示ずる 

本機の出力（ビデオ)端テとテレビの映像入力端テを接続することにより （2 ] ページ)、テレビ画 
面で本機のメニューを見なび5本機を設定することびでさます。 

かヒント 

詳細設定の r メニューの表示を設定する（メニュー画面設定)」 （70 ページ)で、メニュー表示に関ずる設定を 
変更することびでをます。 


1 本機の電源をオンにする 

本機の電源について詳しくは、「電源を才 
ン/スタンバイにする」 （3 ] ページ)をご参 
照ください。 

2 テレビの電源をオンにする 

3 テレビの峽像入力切替を操巧して本 
機の欺像に切り替える 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。 

画面び表示されない場合は、ビデオ用ピン 
ケーブルび正しく接続されているか確認し 
てくださいに]ぺージ)。 


YSP-500 


[メニユ ー] :メニユーへ 
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設定の流れ 


本機を U スニングルームの環境に合ラよラに設定します。 


' 自動設定(インテリビーム)を行います。 1 

^ r 本機を自動設定する（インテ U ビーム)」 （34 ぺージ） J 


エラーび 表示された5 


" エラーメッセージを確認して問題を解決します。]^ 

、「エラーメッセージとエラー後の操作について」 （39 ぺージ）, 



音芦を再生したり、ビームモードの設定を変更します。 

「入力音声を再生する」 （43 ページ)、「サラウンド再生を楽しむ」 （47 ページ） 

k -^ 


より高精度なサラウンド 
サウンドを追ホしたい方は 


詳細設定を行いまず。 

r 本機を詳細に設定する」（已9ページ） 

:かヒント 

' 反射ビームの音がはつきり聞こえないチャンネルがある場合は 

「設置環境の設定により、ビームを調節する(設置視聴環境)」（巳2ページ） 
または r ビームの水平角度-経路長-焦点距離-高音レベルを個別に設定する 
(ビーム調整)」旧3ぺージ)を行いまず。 

' ビーム経路上にカーテンなど吸音性の高いちのびある場合は 

「4惰音レベル」を設定する」 （64 ぺージ)を行います。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定する(インテリビーム) 


U スニングルームのあ巧と大きさ、本機び設置されている場所などは、ご家庭によってさまざまです。本 
機を最適な視聴空間でご利用いただくためには、最初に各チャンネルの設定を調節する必要びあります。 

本機には、各チャンネルの設定を自動的に調節ずる機能として、「ビーム調整」および r 音質調整」 
び搭載されています。この2つの機能を合わせてインテ U ビームといいます。「ビーム調整」と 
は、 U スニングルームのあ巧や大ささなどに応じて、各チャンネルのビームち度を最適な設定値 
に調節ずる機能でず。 r 音質調整」とは、 U スニングルームの音響特性などを測定し、各チャンネ 
ルの音色を最適な設定値に調節ずる機能でず。 

本機では、付属のマイク（インテ U ビームマイク）を使用して、この2種類の設定を自動的に調節 
することびでさます。 

ぶ-ヒント 

-自動設定されたデータはメモ U- に保存することびでさます (4 □ページ)。 U スニングルームの状況に合 
わせてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 

- 、 

-お部屋の環境び「効果的なサラウンドのために」 （1 0ページ)に記載されている項目にあてはまる場合は、 
測定び正し<行われないことびありまず。その場合は r 詳細設定」（己日ページ)を斤ってください。 

-インテ U ビームマイクを接続ずる際は、延長ケーブルを使用しないでください。測定び正しく行われ 
ないことびあります。 

-自動設定機能を使用していないときは、インテ U ビームマイクを INTELUBEAM M に端テから外して 
な管してください。 

-インテリビームマイクは熱に記いため、直射日光び当たる場所や AV 機器の上など高温になる場所には 
置かないで < ださい。 

-インテ U ビームマイクを本体に接続した状態で、本体を手前に倒さないでください。 


分 インテ [ J ビ■ム7イクを設置する 


本機前面の INTELUBEAM M に端テに付属のインテ U ビームマイクを接続し、視聴位置に設置 
します。 


本機の電源びオンの場をは、ス タン 
パイにする 


電源 


STANDBY /0 卜 
本体 


または 



リモコン 


2 インテ U ビーム7イクを本がの 

INTELUBEAM M に端子に接続する 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


インテリヒーム7イクを実瞧に巧原 
する位置に水平に設置する 

マイクは本機から] .8 mL ソ上離し、本機の 
中む線上(本機正面)に設置してください。 
また、本機の中むから上下 Im しソ内の高さ 
に設置してください。 

付属の簡易マイクスタンドなどの台を利用 
して、なるべく視聴時の耳の高さとなる位 
置に設置して< ださい。 

ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の間 
に障害物びある場合には、障書物を移動し 
たり、マイクをより高い場所に設置してく 
ださい。壁に接している家具は壁と見なし 
ますので、障書物ではありません。 


簡易マイクスタンドの組立て方法 





インテ U ビーム 7イク 

マイクの上限位置 


i 本機の^置高さ 

を 



簡易マイクスタンド 
——1 .8 m な上 


1 ml •加 

ImJ ■加 
^■'〜視聴位置 
マイクの下限巧置 



本機の 
中む線上 


マイクの 

位置 


か-ヒント 

-インテ U ビームマイクを本機か 51.8mL ソ内に設置 
した場合、マイクを本機の中む線上に設置してい 
ない場合、マイクと本機の中むとの高さの差異び 
1 m け上の場合は、測定エラーになることびありま 
ず。この場合はマイクを正しい場丽こ設置しなお 
してか5、再度測定してください。 

•インテリビームマイクの位置周辺で視聴できない環 
境下では、サラウンド効果び薄れることびありま 
す。このような場合、詳細設定でお巧みのビームち 
度に設定することびできまず(己9ページ)。 

-サブウーファーを接続している場合は、電源を入 
れて、音量を約半分(下図(左)の位置）に設定して 
ください。ク□スオーバー/八イカット周波数の 
調節機能びある場合は、ク□スオーバー/八イ 
カツト周波数を最大(下図(ち)の位置）に設定して 
<ださい。 




サブウーファ- 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


0) 自動的に測定•設定ずる 

自動設定には「ビーム調整+音質調整」、「ビーム調整」、「音質調整」の3つの選択項目びあります。 

P 選択項巨について 

「ビーム調整+音質調整」 

購入後、初めて設定を行ラ場合に選択します。測定開始から終了まで約3分です。 

「ビーム調整+音質調整」を行いたい場合、手順3でメニューキーの代わりに自動設定キーを2秒し U 
上巧すと、手順4および手順日の操作を省略でさまず。 

「ビーム調整」 

ご利用の環境に合わせてビーム角度を設定する場合に選択します。測定開始から終了まで約1分です。 

芭質調整」 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイ5ングを設定する場合に選択します。測定開始から終了まで約2分です。 
「音質調整」はビーム角度を設定したあとで実行してください。ビームち度び正しく設定されていない場合は、正常 
に測定できません。カーテンの開閉を、またはビーム角度を「詳細設定」で調節したあとなどにご使用ください。 


-測定中は大きなテスト音び出力されます。ルさなお子様びお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる可能性 
びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。聴覚障害などの原因となる場合びあります。 

-測定中はお部屋のがに出てください。お部屋の中にいると、ビーム経路に重なってしまったり、マイ 
クび声や音を拾ってしまったりして、最適な設をび行われない場合びあります。 

-壁にカーテンやブラインドなどびかかっているお部屋では、ビーム設定び正確に行われないことびあ 
ります。そのよラなお部屋で測定する場合、し U 下の手順で設定ずることをおすすめします。 

①力ーテンやブラインドを開ける②「ビーム調整」を行う③力ーテンやブラインドを閉める④「音質調整」を斤う 
-エアコンなど騒音を発生する機器びある場合は、電源を切ってください。 


m m mm mm 

(g ) 。 （0 ◎ 


チ； i- ナービデオ 

a a 


DVD AUX 


テレビ 入力 1 


口 

指- 


D 


a 口 □ 〇 

Bs cs 巧テ y 巧ァ t 

音量モード 目 n 芭ち 入カモード ス U- プ 

〇 口 □ Q 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 

ステレオ_ 7イビーム7イサラウンド 

回回回 
回回回 

D 音をそ蠢 デコーダー 

"…の I Ipl …。I II1 吕 1 

EPG 
CH レペル 

a 



:かヒント 

設定の途中で前の画面に戻って選がし直したいと 
をは、戻るキーを押して < ださい。 

メニューを操作中にカーソルキーの操作びでさなく 
なった場合は、 TV/AWYSP スイッチび TV/AV 側に 
設定されていないかお語して<ださい。メニューを 
操作ずるには、 YSP 側にスライドさせてください。 


1 電源(也/\)キーを巧して、本機の電 
源をオンにする 

サブウーファーを接続している場合は、サ 
ブウーファーの電源びオンになっているこ 
とを確認してください。 


電源 



3巨 

























本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


T\//A V / Y 5 P スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わりまず。 


ITWAV し 


(YSP 


メニュー丰一 を巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 
メニュー下部の表示は操作方法を表してい 

ぶ5 〇 


メニュ ー 

み 


メこ 1- 

•メモリー 
.自国說 
■詳抽說 


齡:盛: 


か-ヒント 

「 ビーム 調整+音質調整」 （3 己ぺ ージ)を 行し、たい場 
合、 メニューキーの 代わりに自動設定 キーを 2秒 
上巧すと、 L ソ下のよラな画面び表示されます。その 
場合、手順4および手順5 の 操作を省略し、手順日へ 
お進みください。 


自動設定 


自動開臟|雜 

7イクを齡してくださり 
7イクを本体の正面で 1.8 m 化巧!し、 
正しし宿さに離してくださし、 

巧定にはおよそ3が佩りまず 
游挪した5腿かてくださり 

ほ固：閣巧展る]:中止 


4 ^ /▽キーを巧して r 自動設定 J 
を選巧し、ミ夫定キーを巧ず 

じ(下のよラな画面び表示されまず。 




•關關 


リトム體牛音屬堅 

2) ビ-ム體 

3) 音韻整 


齡盛 : S 


ム/マキーを巧して、 r ビーム調 
整+音質調整 J 、 r ビーム諷割、惰質 
調整 J のいずれかを選択し (36 ぺ一 
ジ)、決定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 




自動關臟|輔 

マイクを錦してください 
7イクを本体の掘で1.日 nil ほし、 
正しし宿さに謡してください 
船にはおよそ汾: f ) 、かりまず 
まま測した5髓か5出てください 

[お]: H あおる]:中止 


マイクの位置について、な下のこと 
を確認する 

-本機の正面に設置されていますか。 

-本機か5上下1 mL ソ内の高さに設置され 
ていますか。 

-本機から] .8 m し U 上離れた場所に設置さ 
れていまずか。 

決定 キーを 巧す 

(下のよラな画面び表示されます。 

測定中はお部屋の外に出てください。 

測定開始か5終了まで、最長で約3分かか 
ります。 



自藝地 

10社物こ船を11担しまず 
却軌卽てくださし1 


展る]:中止 


ぶ-ヒント 

測定中に自動設定を中止したい場をは、戻るキーを 
押して < ださい。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備する 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


測定中の項目に従って、画面び自動的に 
切り替わります。エフー音(ブヴー音)び 
出力された場合、画面のエラーメッセージ 
を確認し、「エラーメッセージとエラー後 
の操作について」 （3 白ぺージ)を参照してく 
ださい。 

測定び終了すると終了音(チャイム音)び 
出力され、 L ソ下のよラな画面び表示され 
ます。手順已で「ビーム調割を選択した 
場合、サブウーファーの測定結果は表示 
されません。 

〈表を例1〉 

測定括ま 

IE 雌了けした 

ビ-ムモ-ド：比-ム 
サ巧-：17-:有 

[猫：設定ずる 

_反る1: B 乱 SU _ 

〈表示例吕〉 

測定括ち 

測邸がけした 

踞かク…[附 
ビ-ムモ-ド：比-ム 
サ巧-：17-:有 

鹏 1 :設定ずる 
反る 1 : 設定し邮 


ぶ-ヒント 

■〈表示例2〉のように「環境チェック.-. [NG]」 

と表示された場合は、再度測定することをおすす 
めします。詳しくは、手順8をご参照ください。 

-サブウーファーの電源びオンになっているにもか 
かわ日ず、「サブウーファー：無」と表示された場 
合は、サブウーファーの音量を上げてか日、設定 
をやり直してください。 

-測定結まの画面に r ビームモード：已ビーム」と表 
おされた場合でも、お部屋の状況によっては、フ 
□ントビームとサラウンドビームび同じ角度に設 
定されることびあります。 

8 設定を有効にする場合は巧定キーを、 
無効にする場さは戻るキーを巧す 

手順7で〈表示例1〉のよラな画面び表示さ 
れた場合、決定キーを巧すと下の画面び 
表示され、測定結果び表示されまず。2秒 
後にメニューび消えまず。 


設邸がしました 
7イクを化てくだ加 


戻るキーを巧して設定を無効にすると初期 
画面に戻ります。 

手順7で〈表示例2〉のよラな画面び表おされた場 
合、ミ夫定キーを巧すと!^ソ下の画面び表示されます。 


この場合、39ページの「エラー E-1」 をご参 
照ください。再度測定する場合は、決定 
キーを巧してメニューび消えたことを確認 
し、手順3から操作し直してください。 

9 7イクを巧す 

設定完了です。マイクは大切に保管してください。 




遺 


測定結果は本機に記憶され、電源を切っても 
初期設定値には戻りません。ただし、自動設 
定をやり直したり、詳細設定で設定値を変更 
した場合は、設定結果び上書きされます。 

か-ヒント 

複数の設定結果をメモ U —にな存したり、そのデータ 
をお部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモ 
1」一機能を使用する」 （40 ページ)をご参照ください。 


說び咨了しました 

解中に驗ノイス柿りました 
願定すること柿ずすめします 

ほ固キ-測してくだ立り 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


エラーメッセージとエラー後の操作について 

テレビ画面にエラーメッセージび表示された場合は、原因を確認し問題を解決してください。 
その後、「エラー E -1」 の場合は、決定キーを巧して再度測定してください。 

その他のエラーの場合は、戻るキーを押してください。手順3で自動設定キーを押して測定を開始 
した場合、メニュー画面び消えたことを確認し、手順3か5操作し直してください (37 ぺージ)。 
メニューキーを巧して測定を開始した場合、手順3の画面(メニューの初期画面)び表示されたこ 
とを確認し、手順4か日操作し直してください (37 ぺージ)。 

エラーび解決でさない場合は、詳細設定を行ってください(已9ページ)。 


:環境ノイズび大をすぎます 


原因 

対策 

騒音げ大をすざて、正確な測定びでをません。 

エアコンなど騒音を発をする機器の電源を一時的に切る 
か、それ5の機器か5離してください。 

周囲び静かな時間帯にやりなおしてください。 


エラー E -2: マイクの接続を確認してください 

原因 

対策 

インテリビームマイクび接続されていません。 

本機前面の INTELUBEAM M に端テにインテ U ビームマ 
イクを接続してください。 


原因 

測定中に音量の調節、消音などの操作び行われました。 


対策 

測定中は本機を操作しないでください。 


原因 

インテリビームマイクび本機正面の延長線上に置かれて 
いません。 


対策 

インテリビームマイクを本機正面の延長線上に設置して 
<ださい。 


原因 

インテリビームマイクび本機か5 ] .8 m 未満の場所に設 
置されています。 


対策 

インテリビームマイクを本機から1 .8 m 政上離して設置 
して < ださい。 


— E - 巨： 7イクか6十分な入力がありません7イクの接続•設置位置を確認して<ださい 


原因 

テスト音び取得でさません。 


対策 

インテ U ビームマイクを正しく接続、設置してください。 


本機内部にエラーび発生しました。 


再度測定してください。 


— E -3: 測定中に操作されました 


- E -5: マイクを本な:か61.日 m な上離して設置してください 


[ラー E -4: マイクを本な:の正面に設置してください 


— E -7: エラーです再度、実巧してください 


原因 


対策 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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メモリー機能を使用する 


〇 メモ U — の便利な使い方 


U スニングルームの状況に応じて設定を切り替えたい場合、測定結果をメモ U —に保をしておく 
と便利です。測定結果のデータは最大3つまで保をすることびでさます。例えば、ビーム経路上 
にカーテンびある場合などは、カーテンの開閉によってビームの効まび変化しまず。 


力ーテンび開いている 

♦日 A 

场口 


カーテンが閉じている 

■f 日 A 



このような場合、力ーテンび開いている状態で r ビーム調整+音質調整」を行い、測定結果を r メ 
モ U —1」に保をします。巧にカーテンび閉じている状態で r 音質調整」を行い、測定結果を「メモ 
U -2」に保をします。このようにすると、ご使用の際に U スニングルームの状況に応じて設定を 
切り替えることびでき、最適な環境でサラウンドヴウンドびお楽しみいただけます。 


〇 設定結果をメモリーに保巧ずる 



ぶ-ヒント 

設定の途中で前の画面に戻って選択し直したいとさ 
は、戻るキーを押して<ださい。 


1 TV / AV / YSP スイツチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


(tV/AVl 
し YSP f 


u 


2 メニューキー を巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



む 

—.メモリー 
■自動設定 
-詳艦定 
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メモリー機能を使用ずる 


巧巧び r メモ U — J にあることを確認 
して、ミ夫定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されまず。 



.巧 IJ - 

1) メモリ-呼ぴおし 

2) メモリ-保存 


齡:莊翻 


4 心/マキーを巧して r メモリー保 
巧 J を選巧し、ミ夫定キーを巧す 

L ソ下のよラな画面び表示されまず。 



ム/マキーを押して r メモリーり 
r メモリー sjr メモ u —3 j のいずれ 
かを還 f 尺し、巧定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 




リメモリ-瞄 

メモリ-1脈？ 


巧妇：案巧 



をラー度ミ夫定キーを巧す 

選択した項目に測定結果び登録されます。 



2) メモリ-保存 

メモリー1蹄中 


登録されるとじ(下のネ刃期画面に戻ります。 


に 1- 

.メモリー 
.自驢定 
■劇設定 


魔 r : 盛:* 


メニユーキーを巧す 

テレビ画面からメニューび消えまず。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
































メモリー機能を使用ずる 


〇 保巧したメモリーを呼び出す 

設定したデータをメモ U —に保をした場合 (4 □ページ)、そのデータを呼び出すことびでさま 
す。ご使用の際に、 U スニングルームの状況にあったメモ U —を呼び出して、最適な環境でサラ 
ウンドサウンドをお楽しみください。 


1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


5 心/マキーを巧して呼び出した 
い頂目を選がし、巧定キーを巧す 

]^^(下のょラな画面が表ぉされます。 


[tV/AVl 

LYSP f 


u 


2 メニュー 丰 — を f 甲す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



む- 

—.メモリー 
.自動設ミ 
■測設ミ 


齡盛: 挪 




1) 畑-呼础し 

巧 IJ -1 呼び出し？ 


臟]:新 



3 矢印び r メモリ ー J にあることを確認 
して、巧定キーを巧す 


6 をラー度み定キーを巧す 

選択した項目のメモ U —を呼び出します。 


じ(下のよラな画面び表示されます。 



.が J - 

1) メモリ-呼口出し 

2) メモ LI - 齡 


齡魔** 



1) メモリ-1脚し 

メモリ-1呼び出し中 


呼び出しび完了すると初期画面に戻ります。 


4 巧巧び r メモ U - 呼び出し J にあるこ 
と を確認して、巧定キーを巧ず 

iU 下のよラな画面び表示されます。 


1) メモ Hfif 出し 

—メモリ-1 
メモリ-2 
メモリ-3 

〔▲] / [▼] :挪 
巧围：游 


む 

—.メモリー 
.自画號 
-詳艦定 

[▲] / [▼] :飘 
[細：;瓶 


7 メニューキーを 巧す 

テレビ画面からメニューび消'えます。 
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入力音声を再をずる 

み 再をしたい機器を切り替える 

入力選択キーを巧すと、本機に接続したそれぞれの機器の入力び遇択され、選んだ機器の音声を 
再生することびできまず。フ□ントパネルディスプレイに、再生する機器名と現在選択されてい 
る入カモード (73 ページ)び表示されます。 



テレビを再生したい場合は 

テレビキーを巧します。 


テレビ 



DVD プレーヤーを再生したい場合は 

DVD キーを巧します。 


DVD 



テレビチューナーを再生したい場合は 

チューナーキーを巧します。 


チュ ーナー 



AUX 端子に接続した機器を再生したい場合は 

AUX キーを巧します。 


AUX 



ビデオデッキを再生したい場合は 

ビデオキーを巧します。 


ビデオ 



か-ヒント 

それぞれのキーを押してから数秒経つと、フ□ント 
バネルディスプレイに、再生する機器名と現在還択 


されているビームモード名び表示されます。 

表示例 



再生ずる 還巧されている 

機器ち ビームモードさ 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 



応用操作 


付録 
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入力音声を再生ずる 


。 テレどや DW ? を楽しむ 

入力音声を再生する例として、ここではテレビと DVD の再生ち法を紹介します。 

テレビや DVD プレーヤーの機能については、それぞれに付属している取扱説明書をご参照ください。 

かヒント 

• DVD を再生ずる場合、 DVD プレーヤーの音声設定を已 .1 チャンネルモードにすると、より豊かなサラウ 
ンドサウンドをお楽しみいただけまず。 

- U モコンコードを設定している場合は、テレビや DVD プレーヤーを本機のリモコンで操作することびで 
さます (78 ページ)。 


’电巧 里巧！ 电巧 

優)。 ◎ ◎ 

チユーナービデオ DVD AUX 

□ 口！□口 

テレビ 入力1 又^呂 マクロ 

ロロ a 口 

BS CS «デ y 地アナ 


テレビを再生する 


1 テレビの y モコンで*房たいチサン 
ネルを選ぶ 


2 本機の U モコンのテレビキーを巧す 

テレビの再生モードに切り替わります。 


テレビ 



3 テレビの スピーカーから 音青げ簡こ 
える場合は、聞こえな < なるまでテ 
レビの音量を下げる 


DVD を再生ずる 


1 テレビの映像入力切替を操作して、 
DVD プレーヤーの映像に切0替える 


2 本機のリモコンの DVD キーを巧す 

DVD の再生モードに切り替わります。 


DVD 



3 DVD プレーヤーで、ディスクを再生 
する 


4 テレビの スピーカーか 5音青び聞こ 
える場合は、聞こえな < なるまでテ 
レビの音量を下げる 
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入力音声を再生ずる 


® デジタル音青信号の入力を確認する 

テレビや DVD プレーヤーと本機を光ファイバーケーブルやデジタル音声ピンケーブルで接続し 
ている場合、テレビや DVD のデジタル音声信号び本機に入力されているか確認することびでき 
よ9 〇 


テレビの場合 


1 r テレビを再生する J (44 ぺージ)を 
参考に、 BS/ 地上デジタル放送を 
再をずる 

2 フ D ント K ネルデイスブレイ表示を 
確認する 

フ□ントパネルディスプレイに AAC インジ 
ケーターび点灯していることを確認しま 
す。このとき、テレビの BS / 地上デジタル 
放送の信号は本機に正しく入力されていま 
す。 


DVD の場合 


1 mVD を再生ずる J(44 ぺージ)を 
参考に、付属のサラ ウン ド確認用 
DVD を毎生ずる 

2 フ D ント K ネルディスブレイ表示を 
確認ずる 

フ□ントパネルディスプレイに MULTI イン 
ジケーターび点なしていることを確認しま 
す。このとさ、 DVD のマルチチヤンネルデ 
ジタル信号は本機に正しく入力されていま 
す。 


AAC 


MULTI 




AAC インジケーターび点灯しない場合、デジタル 
信号は入力されていません。その場合、 L ソ下の点 
についてご確認ください。 

一本機とテレビはデジタル接続されていまずか 
に1ページ)。 

ーテレビ側のデジタル出力設定はオンになってい 
ますか。 

ーテレビ側のビットスト U - ム出力設定はオンに 
なっていますか。 

ーテレビ側の A AC 出力設定はオンまたは自動 
( AUTO ) になつていまずか。 

インジケーター表示については「内蔵デコーダー 
とインジケーター表示(已□ページ)をご参照くだ 
さい。 




MULTI インジケーターび点灯しない場合、マルチ 
チヤンネルデジタル信号は入力されていません。 
その場合、1；■(下の点についてごお認< ださい。 
一本機と DVD プレーヤーはデジタル接続されて 
いますか (22 ぺージ、2日ぺージ)。 

一 DVD プレーヤー側のデジタル出力設定はオン 
になっていますか。 

一 DVD プレーヤー側のビットスト U —ム出力設定 
はオンになっていまずか。 

インジケーター表示については「内蔵デコーダー 
とインジケーター表示(已□ページ)をご参照くだ 
さい。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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音量を調節ずる 




__巧百_テレビ入力切替テレビ消有 

ロ ロ ロ 

コ—ドむ卜 


〇 消音ずる 


消音 キーを 押す 

フ□ントパネルディスプレイに 「AUDIO 
MUTE ON」 と表示され、 VOLUME インジ 
ケーターび点滅します。 


ミ肖音 





音量を上げるには本化の VOLUME 
+キーまたは U モコンの音量+キー、 
下げるには本なの VOLUME - キー 
またはリモコンの音量ーキーを押す 




消音を解除してもとの音量に戻すには 

消音キーを再度巧ず、または音量+/—キーを 
巧します。 

か-ヒント 

「消音のレベルを設ちずる」（日7ページ)で、消音 
キーを押したときに完全に消音するか、 20 dB 下げ 
るかを選択することびできます。 


VOLUME (音量)調節範囲： 

MIN (最ル)、 0] 〜99、 MAX (最大) 


ぶ-ヒント 

音量を4已程度まで上げてち音声び聞こえない場合 
は、做障かな？と思ったら」旧已ぺージ)をご参照 
<ださい。 
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サラウンド再生を楽しむ 

ビームモードキーを使って、ビームモードを変更することにより、最大己]チャンネルのサラウ 
ンド再生を楽しむことびできます。「已ビーム」、 「 ST +3 ビーム」、「3ビーム」、「マイサラウン 
ド」の4つのビームモードを、お好みで切り替えてください。 

か-ヒント 

-詳細設定の「1設置視聴環境1/3の「本体設置位置」を設定ずる」（已2ページ)で「コーナー置さ」を逞択した 
場合は、「已ビーム」および「3ビーム」は選択でさません。この場合、已ビームキーまたは3ビームキーを巧 
すと、フ□ントバネルディスプレイにに P Pos . Corner !」 と表示されます。 

•「已ビーム」、 「 ST +3 ビーム」、「3ビーム」、「マイサラウンド」の4つのビームモードでは、入カソースび 
ステレオ （2 チャンネル)の場合でも、サラウンドで再をされます。その場合、サラウンドモードを切り誓 
えることびでさまず。詳しくは已1ぺージをご参照くださぃ。 



0)5 ビームで 再をする 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ 
ちの已チヤンネルから、ビーム化された音声を 
出力します。 

ビーム経路とビームび反射する壁び確保され 
ている場合には、最大のサラウンド効まび得 
5れます。 

マルチチヤンネルで記録されている映画 DVD 
の鑑賞や、2チヤンネルソースをマルチチヤン 
ネルで再生したいとさなど、サラウンド効ま 
をを分に楽しみたい場合に最適です。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、壁に向けて出 
力されます。 



TV/A V/Y5P スイッチを Y5P 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AV], 

(YSP r 


1 * 


2 己ビームキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに r 已 BEAM 」 
と表おされます。 

5ビーム 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


が T+3 ビーム で届をする 〇 3ビームで巧をずる 


ビーム化しない通常のフ□ント左/ちチヤン 
ネルの音声に、ビーム化したセンターチヤン 
ネルとサラウンド左/ちチヤンネルの音声を 
加え、已チヤンネルで音声を出力します。 

ライブ DVD などの鑑質に最適です。中央付近 
か5はボーカルの声や楽器の音び、横からは会 
場の反射音び聞こえ、まるでステージを前にし 
ているような臨場感を楽しむことびできます。 


フ□ント左/ち、センターの3チヤンネルから 
音声を出力します。 

フ□ントビームだけを出力することによって音 
のスイートスポットび広びるため、広い範囲で 
良好なサラウンド感を得ることびできます。 

ご家族で一緒に映画を見ると去や、後方からの 
ビーム経路び無い場合(視聴位置び後方の壁に 
近い場合など）に最適です。 


サラウンド左の音声信号はフ□ント左チヤン 
ネルのビームを使って出力され、サラウンド 
ちの音声信号はフ□ントちチヤンネルのビー 
ムを使って出力されます。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置 
に向けて出力されます。 



1 TV/AV/YSP スイツチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


マルチチヤンネルソースの場合は、サラウンド左/ 
ちチヤンネルの音声をフ□ント左/ちチヤンネルに 
それぞれ S ツクスしてフ□ント左/ちチヤンネルの 
ビームで出力します。これにセンターチヤンネルの 
ビームを加え、3つのビームで音声を出力します。 



1 TV/AWYSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


(tV/AVl 

し YSP f 


u 


[tV/AVl 

し YSP f 


u 


2 ST+3 ビームキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに rST+3 
BEAM」 と表示されまず。 



2 3ビームキーを巧す 


フ□ントパネルディスプレイに「3 BEAM」 
と表示されます。 



み-ヒント 


詳細設定で「フ□ント左/ちチヤンネルのバランスを 
調節する （Lch/Rch 位置調整)」（日已ぺージ)を行う 
と、よりつなびりのあるサラウンド感び得られます。 


48 











































































サラウンド再生を楽しむ 


9 7イサラウンドで再をする 

U スニングポジシヨンび本機から近かった 
り、「効果的なサラウンドのために」（]〇ペー 
ジ)の内容に該当ずるお部屋でち、サラウンド 
感溢れる音声を楽しむことびでさます。1」ス 
ニングポジシヨンび本機正面の場合に効果を 
発揮します。 

か-ヒント 

通常の U スニング環境でサラウンド再生を楽しむ場合 
は、「已ビーム」 (47 ぺージ)、に T+3 ビーム」 (48 ぺ一 
ジ)、「3ビーム」 (48 ページ)を選択してください。 




詳細設定の「ビーム設定」（日2ページ)の値は無効 
になりまず。 




TV/A V / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わりまず。 


ITWAV し 


YSP 


マイサラウンドキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 
「MY SURROUND」 と表示されます。 

マイサラウンド 


6 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


Q 内蔵 デコーダー とイン ジケーター 表示 

本機では、内蔵したデコーダーにより、じ(下のさまざまなソースを楽しむことびでをます。 

入力している音声信号は自動的に遇択され、じ(下のよラにフ□ントパネルディスプレイのインジ 
ケーターび点灯しまず。 


状況 

インジケーター表示 

目 S/CS/ 地上デジタル放送の AAC 信号を入力している 

AAC 

目 S/CS/ 地上デジタルまたは HDD レコーダーの 
音声多重信号を入力している 

DUAL 

PCM 信号を入力している 

PCM 

DTS デジタル信号を入力している、または DTS Neo; 目を 
選択している 

dts 

ドルビーデジタル信号を入力している 

□□ Dl 功 TAL 

ドルビープ□ロジックを選択している 

□□PL 

ドルビープ n □ジックIIを選がしている 

□□ PLn 

マルチチヤンネルデジタル信号を入力している 

MULTI 


ぶ-ヒント 

' 「入力ずる音声信号を切り替える（入カモード切り替え)」 （73 ページ)で、入力音声信号を逞択することび 
でをます。 

- DTS-ES 対応のディスクは DTS で再生され、ドルビーデジタル已 .1EX 対応のディスクはドルビーデジタ 
ルで再生されます。 
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サラウンド再生を楽しむ 


0)2 チャンネルソースをサラ ウン ドで楽しむ 

本機では、2チヤンネルソース（アナ□グソースや CD など）をデコードし、最大已 .1 チヤンネルで 
再生することびできます。また、サラウンドモードを切り替えることによって、さまざまなサラ 
ウンド効果を楽しむことびでさます。 

か-ヒント 

サラウンドモードの切替は、ビームモードび「3ビーム」、 r 已ビーム」、に T+ 3ビーム」 （47 ぺ一义48 
ページ)のいずれかに設定されているとさにのみ有効でず。 


TV/A V / Y 5 P スイッチを Y 5 P 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


選択できるサラウンドモードとおすすめのソース 


ITV/AV1, 


I YSP 


2 デコーダーキーを 繰0返し巧す、ま 
たは デコーダーキーを 巧してから 
</>キーを 巧す 


サラウンドモード 

おずずめのソース 

DTS Ne 日:目 

Cinema 

映画 


Music 

音楽 

ドルビー 
プ□□ジック 

— 

すべての ソース 

ドルビー 

Movie 

映画 

プ n □ジック II 

Music 

音楽 


Game 

ゲーム 


デコーダー 


を 


な 


または 


デコーダー 


S 


な 





本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 



応用操作 


付録 


已 1 


























































サラウンド再生を楽しむ 


サラウンドモードのパラメーターを変更ずる 

サラウンドモードで PLII Musi 巳または Neo : 巨 Music を選択している場合は、ソースにあわせて 
サウンドをアレンジすることびでさます。 


1 心/マキーを 巧して、 パラメー 
夕-を送がする 



2 / ]> キーを巧して、設定値ををまする 

選択できるノ（ラメーターと変更できる設定 
値は次のとおりです。 


か ヒント 

テレビ画面やフ□ントパネルディスプレイの表示び 
切り替わつてを、そのまま操作ずることびでをま 
ず。 

PANORAMA(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。サ 
ラウンド音場につなびるよラな広びり感を 
得ることびできます。 


DIMENSION(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場とサラウンド音場レベルを好 
みの八'ランスにすることびでさます。 
一にずるとサラウンド側、+にずるとフロ 
ント側び強くなりまず。 

巧変範囲： 一3〜 STD 〜+ 3 
初期設定 ： STD 

C. WIDTH(PLII Music 選択時） 

センターからの音声を左ちに振り分けること 
びでさます。 

0にするとセンターのみ、7にするとフ□ント 
L / R のみか5センター音声び出力されます。 

巧変範囲： 〇〜7 
初期設定：3 

C. IMAGE(DTS Neo : 己 Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。 
値をルさくするとフ□ント音場の広びりび 
大きくなり、大きくずると狭く（センター 
への定位び強く）なりまず。 

巧変範囲： 0.□〜1 .0 
巧期設定： 0.3 




選択項目： ON、OFF 
初期設定： OFF 


已2 









ステレオ再生を楽しむ 


ビームモードキーを使って、ビームモードを 「 STEREO 」 にずると、ステレオ再生を楽しむこと 
びでさまず。 

フ□ント左/ちの2チヤンネルから、ビーム化しない通常の音声を出力します。 

CD などの八イフアイステレオソースの再生に最適です。また、テレビのスピーカーの代わりと 
してちご利用いただけまず。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置に向けて出力されます。 

マルチチヤンネルソースの場合は、フ□ント左/ちチヤンネルじ(外の音声をフ□ント左/ちチヤ 
ンネルにミツクスして、フ□ント左/ちチヤンネルから出力します。 

か-ヒント 

ステレオ再生しているときは、サラウンドモード(己1ぺージ)の機能は無効になりまず。 





T\//A V / Y 5 P スイッチを Y 5 P 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AVI. 

I YSP/ 




2 ステレオキーを巧ず 

「 STEREO 」 と表おされます。 


ステレオ 

聋 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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音声を明瞭に再生する(マイビーム) 


ビームモードキーを使って、ビームモードを r マイビーム」にすると、テレビなどの音声を明瞭に 
再生できます。「マイビーム」では、ビーム化された音声を]チヤンネルで出力します。 

周囲び騒びしく、テレビの音声びはっさりと聞さ取れないとさに使用すると便利です。また、深 
夜に視聴ずる場合など、音量をルさくして r マイビーム」にずると、周囲に音び響きません。自動 
または手動でビームの角度を調節し、視聴位置に音声を向けてご利用ください。 




マイビーム用 
7イク 


1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 



々 J 


2 7イビー ムキー を巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「MY 
日 EAM 」 と表示されまず。 



か-ヒント 

マイビームキーを押してから数砂経つと、フ□ント 
パネルディスプレイに、還択されている機器名と 
「MY . BM」 び表示され、「 ' 」の部分び点滅しまず。 


表示例 



[tV/AVl 
LYSP r 


已4 






































































音青を明瞭に再生ずる（マイビーム) 


9 自動的にビームち度を調節する 


本機から出力されるテスト音を U モコンに内蔵されているマイクで測定することにより、視聴位 
置へ自動的にビームを向けることびでさます。 


54ぺージの手順2で、7イビーム用 
マイクを本 1$に巧けなび5マイビー 
ムキーを2抄な上巧ず 

本機左ちから]回ずつテスト音び出力され 
よ9 〇 


マイビーム 


已 , 


2巧け上巧ず 


測定に失敗すると、エラー音び出力され、フ 
□ントパネルディスプレイに 「MY BEAM 
ERROR 」 と表示されます。その場合、ち記 
のごま意を参考に、再度操作してください。 


角度(水平ち向)調節範囲：左50°〜ち已ぴ 
動作保証範囲：日の、左30°〜ち30° 




周囲の騒音び大さい場合、エラーになること 
びありまず。 

測定中は、 U モコンを振ったり動かしたりし 
ないで < ださい。 

エラーになる ことびをい場合、 U モコンの電ミ也 
びミ肖耗している場合びあります。その場合は、 
電ミ也を交換してから再度操作してください。 
ヴンプ U ング周波数び日 4/88.2/96 kHz の 
音声信号を再生している場合、自動的にビーム 
角度を調節ずることはでをません。 


9 手動でビームち度を調節する 


動作保証範囲外で r マイビーム」を使用する場合、再生している音声を聴さなび5、手動でビーム 
の角度を調節することびでさます。 


フ a ント J 《ネルディスプレイに 
BEAMJ と表おをれている聞に(己4 
ぺージ手順2)、<\ /りキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに、現在設定 
されている角度の値び表示されます。 

くキーを巧すたびに左方向へ角度び大さく 
なり、1>キーを巧すたびにち方向へ角度び 
大さくなりまず。 




2 しば6<の巧操作をしない 

角度調節モードを終了します。 

角度(水平方向)調節範囲： 

左目ぴ〜ち9ぴ 

か-ヒント 

-「マイビーム」を逞択しているとをには、サラウン 
ドモード巧1ページ)の機能は無効でず。また、 
サブウーファーからは音声び出力されません。 

-ナイト U スニング/テレビ音量一定モード(已巳 
ページ）と併用ずると、より効果的に音声を出力 
でさる場合びあります。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 



応用操作 


付録 
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音量を抑えて再生ずる(ナイトリスニング 
モード•テレビ音量一定モード） 

ナイト U スニングモードとテレビ音量一定モードを合わせて音量モードといいます。ナイトリス 
ニングモードとは、夜間にル音量で映画や音楽を楽しみたいとさに、大さな効果音などを抑えて 
セ U フなどは明瞭に再生する機能です。テレビ音量一定モードとは、テレビを再生中、 CM など 
で急に音量び大さくなるのを防ぐ機能です。 

ナイト U スニングモードには、映画再生に適した CINEMA モードと音楽再生に適した MUS にモー 
ドび用意されています。 再生するソースにあわせてモードを選択してください。 


M モード 目入カモード ス y - プ 

□ ODD 

已ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 



ステレオ 7イビーム7イサラウンド 


回回回 
回回回 

D 音苗を置 デコーダー 

[10/。）||11/+1〇| じ司 



1 TV / AV / Y 5 P スイッチを Y 5 P 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ftV/AVl 
し YSP f* 


u 


2 音量モードキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在設定さ 
れているモードび表示されます。 


音量モード 



(ナイトリスニングモード：映画用） 


(ナイトリスニングモード：音楽用） 


(テレビ音量一定モード） 


— Urr (オフ） 


4 さモードぴ表示をれている巧に 
< キーを巧ず 

エフェクトレべル(音を抑えるレベル）を選 
択することびでさます。 



MIH (弱めに抑える） 
MW (ほどよく抑える) 
MhH (強めに抑える） 




音量モー ドキーを繰0返し巧して、 
モードを還がする 

フ□ントパネルディスプレイの N に HT イ 
ンジケーターまたは EQUAL インジケー 


ターび点灯します。 


音量モード 



\ ' / 

— N に HT — 

/ I \ 



EQUAL 


己巨 


ぶ-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードを抜くと、音量モードは 
解除されまず。 

- -- 

「マイサラウンド」 （49 ぺージ)を選んでいると 
さは、ナイト U スニングモード-テレビ音量 
一定モードは選べません。 



































ス IJ — つタイマーを w 用する 


一定時間び経過すると、自動的に電源びスタンバイ状態になるよラに設定しまず。本機で音声を 
聴さなび5おやすみになりたい場合などに便利です。 



しば6< の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび点灯に変わり、 
ス U —プタイマーび設定されます。 


\ I / 

- SLEEP - 
/ I \ 


か-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを巧すか、電源コードをあくと、ス U —プタイ 
マーは解除されます。 


TV/A V / YSP スイッチを Y 5 P 側 
にスライドさせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITWAV し 


YSP 


ス リープキーを繰0おし巧す 

スタンバイ状態になるまでの時間びじ(下の 
よラに切り替わります。選択している間は 
SLEEP インジケーターび点滅します。 


ス U - プ 


SLEEP 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 
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デジタル音青多重を切り替える 


本機では、 BS / 地上デジタル放送の映画、ドラマなどで使われている AAC 信号や HDD レコー 
ダーに録画/録音されているドルビーデジタル信号の音声入力時に、どの音声を出力するか選択 
することびでさます。 



主音声のみを出力しまず。 


副音声のみを出力します。 


1 T \// AV / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わりまず。 


[tV/AVl, 

LYSP r 




2 D 音青る重キーを繰り返し巧す、 
または D 音青を重キーを巧してか5 
A / ▽ キーを巧す 



主音声と副音声の両方を出力しまず。 


ぶ-ヒント 

再生している映画やドラマなどに副音声が収録され 
ていない場合、 D 音声多重キーを巧してち、音声の 
切り替えはでをません。 


D 音亩を重 



または 


D 音青を重 





58 
































本機を詳細に設定ずる 


自動設定で調節されたサラウンドサウンドをお好みに合わせて変更したり、その他のさ種設定を 
行ラことびできます。 


お 羊細設定メニュ --m 

詳細設定を行ラことで、本機の性能をより引さ出してお使いいただくことびでさます。自動設定 
で十分に U アルサラウンドサウンドをお楽しみいただくことびでさますび、さ5に高精度で高品 
質のサラウンドサウンドを追巧するには、詳細設定におずすみください。詳細設定は、じ(下のよ 
ラに用途、機能別に4つのカテゴ U —に分類されています。 

か-ヒント 

自動設定されたデータはメモリーにな存することびでさます (40 ページ)。1」スニングルームの状況に合わ 
せてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 


サウンド設定 

トーンコント□-ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

66 

サブウーファー設定 

サブウーファーに関する設定をします。 

66 

消音レベル 

消音にしたとさの音量を設定しまず。 

67 

映像と音声のタイ= 
ング調整 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ 
調節します。 

67 

DD / DTS ダイナ 
ミックレンジ圧縮 

ダイナミックレンジの設定をします。 

68 

TruBass 

SRS Tru 巨 ass を設定します。 

68 

ビーム設定 

設置視聴環境 

U スニングルームでの本機の位置や視聴位置 
を設定します。 

62 

ビーム調整 

ビームの指向性に関する設定をします。 

63 

Lch / Rch 位置調整 

フ□ント左ちチヤンネルの定位を調節します。 

65 

入力設定 

入力信号デコード 
モード 

電源をオンにしたとさの入カモードを設定し 
ふ9 〇 

69 

入カレベル調整 

端子ごとに入カレベルを設定します。 

69 

表示設定 

本体表示設定 

フ□ントディスプレイ表示を設定します。 

70 

メニュー画面設定 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
する設定をします。 

70 


本 

機 

に 

二) 

し、 

て 


=n* 

巧 

置 

倉 

続 

ず 

る 


準 

備 

ず 

る 


=ni 

巧 

定 

ず 

る 


基 

本 

這 

作 
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本機を詳細に設定する 


〇 詳細設定メニュ-の操作手順 

詳細設定メニューの操作について説明します。メニューの各項目の詳細については、62ページ〜 
7□ページをご参照ください。 



か ヒント 

メニューを 操作中に カーソルキーの 操作びでさな< 
なった場合は、 TV/AV/YSP スイッチび TV/AV 側 
に設定されていないか確認してください。 

メニューを操作するには、 YSP 側にスライドさせて 
<ださい。 


3 么 / ▽キーを巧して、詳細設定を 
選巧し、巧定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 

^ ろ Wt ' 

-1けウン惜定 

2 ) トム離 

3) TJ ] 蘭 

4) 表示號 



1 TV / AV / Y 5 P スイッチを Y 5 P 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


[tV/AVl 
LYSP f 




4 / ▽キーを巧して、設定したい 

頂目びあるメニュ -を還がする 



2 メニューを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 




む- 

—.メモリー 
.自画設ミ 
■詳細設ミ 


[▲] / [▼] :鄙 
ほ固：決定 


5 ミ夫定キーを巧す 

選択した ニュー内の項目が表示されます。 



表示例：手順4で 
ビーム設定を選んだ場合 


2) ビ■ム關 

一 A ) 設置視喔踞 
B ) ビ-ム體 
0 Lch / Rch 位置勇尝 

[▲]/[▼] :頂目颤 
巧茵：法定 


已〇 
























本機を詳細に設定ずる 


6 么/マキーを巧して、設定したい 
頃目を選ぶ 



7 巧定キーを巧ず 

選んだ項目の設定モードに入り、現在の設 
定び表示されまず。 

項目によっては、 a / ▽キーでヴブメ 
ニューを選びます。 



▽ 


< / \>キーを巧して、設定を調節、変 
更する 

設定を確定するには、決定キーを巧しま 
す。前の表示に戻るには、戻るキーを巧し 
〇 



9 メニューキーを巧して、設定を終了 
する 

テレビ画面からメニューび消'えます。 



ぶ-ヒント 

設定結果をメモ U —に保存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモ1」一 
機能を使用ずる」 （4 □ページ)をご参照ください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 



付録 


61 



























本機を詳細に設定する 


な ビームを 設定する 

本機から出力されているビームに関するさまざまな設定を行います。 

ぶ-ヒント 

各チヤンネルのビームの音量レベルは、情のバランスを調節する」 （71 ぺージ)で調節できます。 


(メニュ ー- ►詳細設定ービーム設定) 


2) トム關 

一 A ) 設置娜运境 
B ) ピ-ム龍 
0 Lch / R ホあ闘堅 




設置環境の設定により、ビームを調節 
する(設置視聴環境） 

U スニングルームでの本機の位置や、本機か 
ら視聴位置までの距離を設定します。 

r 設置視聴環境」の各項目の値を変更するたび 
に r ビーム調整」の項目で、設定び自動的に適 
切な値へ変更されます。 

- 

「設置視聴環境」の設定を変更すると、自動設定で 
調節されたビームに関ずるデータび失われまず。 
自動設をで調節されたビームのデータを生かした 
状態で、さらに調節を加えたい場合は「ビームの 
角度や長さを設をずる （ ビーム調整)」から設定を 
行ってください。 


1 設置視聴環境1/3の「本体設置位置」を設定ずる 

本機の設置状態を設定します。 


A) 1111/3 

-本聴置を置 . 題き 

[▲]/[▼] :舶鄙[イ / [►] :驅 
ほ茵：控了 


選択項目：壁置さ、コーナー置さ 
初期設定：壁置さ 


懼置き J 

コーナー置を」 

1 ~\ 


グ 


壁と並巧に設置 部屋のコーナーに設置 


2 設置視聴環境2/3を設定する 

U スニングルームの長さと幅を設定します。 


r 壁置き J の場合 「コーナー置き J の場合 



A)lll 2/3 




A) 1112/3 



1—巧 

«—1 -- [ 5, 8 m ] --► 
3. 3 m 




辦'- 4. Bm -- 

1 

ド. 8 m ] 

1 


[▲ 

/【▼]:即鄙[ィ]/ [► 

] :體 


【▲ 

/【▼]:頂目挪[イ /[►]: 體 

ほ固：泻了 



ほ茵：搭了 



巧変範囲： 2.0 m ~] 2.0 m 


r 本体設置位置」を r 壁置 
さ」に設定した場合は 、 U 
スニングルームの幅と本 
機から後方までの長さを 
設定します。 


r コーナー置さ」に設定し 

t /> , 

た場合は、視聴位置左側 


前方の壁の長さと、ち側 


前方の壁の長さを設定し 


ふ 這 0 

V 



巨2 














































本機を詳細に設定ずる 


2 「ビ ーム 経路長」を設定する 

各チヤンネルのビームび、出力されてから壁 
にはね返って視聴位置に到達ずるまでの距離 
を設定します。この設定により、音の遅延量 
び補正され、各チヤンネルの音び同じタイ S 
ングで視聴位置に届くよラになります。 


b ) トム経路長 


ーフ□ント左 .3. 9 

m 

フ□ントち .9.1 

m 

センター . 2, 5 

m 

ヴラウンドち .5. ■ 

m 

ヴラウンドち .9.5 

m 

[▲レ [▼]: 挪 [ィ] /[> 

巧赶：咨了 

] :醒 


か-ヒント 

「ビーム経路長」は「水平ち度」を調節した場合にのみ 
設定してください。自動設定 (34 ぺージ)を行った 
後、「ビーム経路長」の設定のみを変更ずると、音び 
届くタイ5ングびずれてしまいます。 

巧変範囲： 0.3 m 〜 24.0 m 


3 設置視聴環境3/3を設定する 

本機前面から視聴位置までの距離や、本機の 
中むから左側の壁までの距離を設定します。 


r 壁置を」の場合 「コーナー置さ J の場合 


A ) 111 3/3 


AlilSi 3/3 


回 







1, 5 m \ 2 . 5 m ] 

1 

越 




[ 2. 5 m ] 

\ 


[▲]/[▼]: 項目飄[イ / W : 驅 


[▲]/[▼]: 卵飄[イ / [► 

] :體 

议固ぶ了 


[游]:終了 


本機から視聴位置までの可変範囲： 
1 .8 m 〜日 . Om 


本機から左側の壁までの可変範囲； 
日. 6 m 〜 1].4 m 


1 r 水平角度」を設定する 

自動的に出力されるテスト音を聴さなびら、ビーム 
の水平ち向の角度をチヤンネルごとに調節します。 

a け 平自度 1/5 

ち unii ち 

フ□ント左 90度 . 90居 

左已〇度 1^ 

0 度 

[▲レ [▼] :挪[イ/ [►] :體 
1じ 總：咨了 _ _ 

左ち向に調節すると音び出力されるち向は左ち向へ 
移動し、ちち向に調節するとちち向へ移動します。 
これによって ビームの 経路び移動し、 ビーム 
の 方向を最適化ずることびでさまず。 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 


r 壁置き J の場合のみ 


1 .8 m ~ 
9.0 m 


1 


◄ - • 

0.目 m 〜 

1 1.4 m 

i 

1 


ビームの水平角度 • 経路長 • 焦点距離 • 
高音レベルを個別に設定する 
(ビーム調舊） 

ビームの指向性に関する設定を行います。 


か-ヒント 

' 自動設定の実行や、詳細設定の「設置視聴環境」の 
設定により、さ項目の初期設定値は自動的に設定 
されています（「焦点距離」の「センター」は除<)。 
•ビームモード (47 〜49ぺ一义已3ぺージ、已4 
ページ)の設定により、設定でさないチャンネル 
は r — J と表示されます。 


B ) ビ-ム醒 

一 a ) 水平能 
b ) トム径縮 

C) 焦細ま 
d ) 詣レベル 

[▲]/[▼]: 項目飄 
扮逊：決を 



本機について 設置•接続ずる 準備ずる 


設定ずる 


+ 





























































本機を詳細に設定する 


c)l« 

—フ□ントち . 

フ□ントち . 

センター . 

サラウンドち . 

サラウンドち . 


旨^:[を :* E 醒 


ち図では、矢 EP の長さがビーム 
の経路長を表していまず。 


例 


フ□ント左チヤンネル センターチヤンネル 



6 r 焦点距離」を設定する 

音びよくさこえる範囲（スィ- 
広さを調節します。 


トスポット）の 


か-ヒント 

自動設定 (34 ページ)および r 設置視聴環境」（日2 
ページ)の設定では、スイートスポットび本機の幅 
よりかし広くなるよラ自動的に調節されます。 


本機は、下図のよラに音び一旦焦点を結び、 
その地点からまた広びるよラ設定されていま 
す。数値をルさく（一（マイナス)方向に)設定 
するほどスイートスポットは広くなり、数値 
を大きく （+( プラス）方向に）設定するほどス 
イートスポットは狭くなります。 


4 r 高音レベル」を設定する 

高音域の指向性を各チヤンネルごとに調節し 
よ9 〇 



カーテンなどに音び吸収され、ビームの反射 
びルさくなってしまラときに、高音域のレべ 
ルを上げることにより、それを補正しまず。 

数値び上びるほど、ビームの反射び大さくな 
ります。 


センターチャンネルについては、初期設定 
(一 0.3 m ) での使用をおすすめしまず。 


、フ□ントち • 

d ) 高音レベル_ 

. OdB …… II …… 

フ□ントち. 

. OdB …… II …… 

センタ—.. 

. OdB ...... II …… 

クラウンド左 

. OdB ...... II …… 

クラウンドち 

. OdB ...... II …… 

[▲]/[▼] 

:郵 [◄]/[►]: レベル體 

巧赶：咨了 



フ□ント左/ち 

巧変範囲：一] 2.0 dB~+l 2.0 dB 

センター 

巧変範囲：一] 2.0 dB~+l 2.0 dB 
初期設定： OdB 

サラウンド左/ち 

巧変範囲：一] 2.0 dB~+l 2.0 dB 


フ□ント左/ち 


巧変範囲： 

-1 . Om 。 

-+ 1 3.0 m 

センター 

巧変範囲： 

-1.日 m 。 

-+ ] 3.日 m 

初期設定: 

-日 .3 m 


サラウンド左/ち 


巧変範囲： 

-1 . Om 。 

-+ 1 3.0 m 


ム m m m m m 
-ij. 

+ + I + + 


巨 4 



















































本機を詳細に設定ずる 


調節しないとさ 


フ□ントちチヤンネルの 
レベルを上げたときの 
イメージ 


1 r 左」を設定ずる 

左側から聞こえてくる音の方向を調節します。 


1 1 


1 \ 

設定値佛)び上びるほどセンターから音び聞 
こえるよラになります。 

くづ 


ぐ^ 



j 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 


フ□ント左/ちチヤンネルのバランス 
を調節する （ Lch / Rch 位置調舊） 

フ□ント左/ちチヤンネルの音声び聞こえてくるち向 
び、センターに近い位置になるよラに調節しまず。 

か-ヒント 

各チヤンネルのビームの音量レベルは、「音のバラ 
ンスを調節する」 （7 1ページ)で調節でさまず。 


。 LcWRc 他關整 

►オフ オン 


齡思:頂圏 W / W : 駆 


調節しないとき 


フ□ントちチヤンネルを 
調節したとさのイメージ 




Z r ち」を設定する 

ち側から聞こえてくる音の方向を調節します。 

設定値佛)び上びるほどセンターから音び聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲： 0%〜9已％ 

ネ刃期設定： 0% 


視聴位置び U スニングルームの中むから極端 
にずれている場合など、左ちで音の聞こえて 
くる方向び不自然な場合にご利用ください。 

ビームモードを「3ビーム」または r 已ビーム」に設 
定しているとさのみ調節することびでさます。 

オンを選択すると「1「ち」を設定する」および「2 
「ち」を選択する」で音の方向を調節でをます。 


調節しないと走 


フ□ントちチヤンネルを 
調節したとさのイメージ 




選択項目：オフ、オン 
初期設定：オフ 


表示例： 

オンに設定した場合 


OLch/Rchliii 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 



付録 
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本機を詳細に設定する 


〇 音声出力を設定ずる 

音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定をしまず。 


(メニュ ー- ►詳細設定ーヴウンド設定) 


リサウン慣定 

— A ) 卜ーンコント□-ル 
B ) ヴプウ-ファ-離 
0網レベル 

D ) 臟と話の》イミンヴ醒 

E ) DD / DTS タイナミジルンジ輔 

F ) TruBass 


高音域とお音域の出カレベルを設定ず 
る（卜ーンコントロ ール） 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

A ) トン]ント□-ル 

- + 

—高音 . OdB I 

. OdB I 

[▲] / [▼] :挪【ィ] / [►] :レペル驅 
巧赶ぶ了 


r 高音」を調節ずる 

高音域の音色を調節します。 


巧変範囲：一] 2.0 dB - 
初期設定： OdB 

-+12.□服 

r 低音」を調節ずる 


低音域の音色を調節します。 

巧変範囲： -] 2.□服。 
孤期設定： OdB 

-+12.0服 


サブウーファーの設定をする 

サブウーファーについて、さまざまな設定を 
します。 


B けブトリ-關 

-/【ス出力 . 

• • •フ□ント 

ク□ストパ- 

••120 Hz 

LFE レベル.… 

.... OdB 

牌 . 

•..3.0 m 

[▲]/[▼] :呢挪 

[イ/ [►] : 驢 

C 細ぶ了 



r バス出力」を設定する 

サブウーファーと本機のどちらから低音成分 
を出力するかを設定します。 

選択項目：サブウーファー、フロント 
初期設定：フ□ント 

「サブウーファー」：本機に接続したサブウー 
ファーから低音成分を出力します。 

r フ□ント」：本機からほ音成分を出力します。 

r ク□スオーパー」を設定する 

r バス出力」を r サブウーファー」に設定してい 
るときに、サブウーファーに出力する低音成 
分の周波数の上限を設定します。設定した周 
波数 LU 下の低音成分びサブウーファーに出力 
されます。 

選択項巨：] OOHz 、 1 20 Hz 、] 已 OHz 
初期設定：1 20 Hz 


巨巨 
















本機を詳細に設定ずる 


fLFE レベル」を設定する 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に 
含まれている LFE (低域効果音)の音量を調節し 
よ9 〇 


巧変範囲: 

: -2 日服〜日服 

初期設定: 

: 〇服 


r 距離」を設定する 

サブウーファーから視聴位置までの距離を設 
定します。 

巧変範囲： 0.3 m 〜]已 . Om 
初期設定： 3.0 m 


消音のレベルを設定する 

1」モコンの消音キーを巧して消音するとさに 
下げる音量を、2段階か日選択します。 

巧消旨レベル 

►網 -20 dB 

[イ/ [►] :挪 
[細：接了 


選択項目：消音、 -20 dB 
初期設定：消音 

r 消音」：完全に消音し、無音にする場合に選 
択します。 

r-20dBJ :いま聴いている音量よりも、 
20dB 下げて再生する場合に選択しまず。 


映像と音芦のタイミングを調節する 

音声出力のタイミングび映像と一致するよう 
に補正します。 

助映像端の》イミンク 1整 

男整時間 .0msec 

齡:皆"® 


デジタル処理された映像び、音声よりち遅れ 
て出力されることびあります。 

この出カタイ S ングのずれを、音声を遅らせ 
て出力することにより補正します。設定値び 
大さくなるほど音声び遅れて出力されます。 

プラズマテレビや液晶テレビをご使用の場合 
は 30 msec 〜已 0 msec 、 ブラウン管式テレビ 
をご使用の場合は 0 msec の設定をおすずめし 
ます。 

^^ IeH : 0 ms 己 C へ-]己 0 ms 己巳 

ネ刃期設定： 0 msec 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機を詳細に設定する 


ダイナミックレンジ圧縮を設定する 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイ 
ナ S ックレンジを選びます。 

E ) DD / DTS ダ化がレン爛 

閒試 閱縣 ►邸なし 

[イ/ [►] :挪 
[游]ぶ了 


選択項目：圧縮最大、圧縮標準、圧縮なし 
ネ刃期設定：圧縮なし 

r 圧縮最大」：ル音量でちルさな音び明瞭に聴 
こえる、夜間に音声を楽しむのに適したダイ 
ナ=ックレンジです。 

r 圧縮標準」：一般的な家庭用として使用する 
ダイナ S ックレンジです。 

r 圧縮なし」：ルさな音から大さな音まで、 
ソースの持つヴウンドを最大に生かすダイナ 
S ックレンジです。 


ダイナ三ックレンジとは？ 

どれだけルさな音から、どれだけ大さな音 
までを雑音や歪みなく再生でさるかを表わ 
したちのです。 


T ruBass を設定する 

サブウーファーびない場合でち低音域の信号 
を効果的に再生できる、 TruBass のオン/才 
フを切り替えまず。 

TruBass のほ音は壁を通り巧けにくし)ので、 
近隣への低音漏れを低減することびでをます。 

か-ヒント 

ビームモードび「マイビーム」巧4ぺージ)または「マ 
イサラウンド」 （49 ページ）に設定されているときに 
は、 TruBass の機能は無効でず。 


F ) TruBass 


選択項目：オン、オフ 
初期設定：オン 

r オン」：低音を効果的に再生します。フ□ン 
トノ（ネルディスプレイに SRS TruBass インジ 
ケーターび点灯します。 

r オフ」：入力信号をそのまま再生します。 


已8 








本機を詳細に設定ずる 


B 入カレベル醒 


魔な糖1饼1:躍 


な 入力の設定を変更ずる 


入力信号に関ずる設定を行います。 

(メニュ— •■詳細設定 一入力 設定） 


電源をオンにしたときに適用する入カモー 
ドを設定する (入力信号デコー ドモード） 

本機の電源をオンにしたとさに使用する音声信 
号の入カモードを指定することびでさます。本 
機び自動的に適切な音声入力信号を選択する 
か、前回還択していた音声入力信号を今回ちそ 
のまま適用するかのどち5かを設定します。 

か-ヒント 

音声信号の種類に ついては 「入力する音声信号を切 
り替える（入カモード切り替え)」 （73 ページ)をご参 
照ください。 


さ端子の入カレベルを調節ずる 
(入カレベル調整） 

端モごとに入カレベルを設定して、ソースに 
より異なる音量のば5つさを調節します。 

か-ヒント 

本機と外部機器との接続状況によって、メニュー項 
目び変わります。 

表示例 


メニューに表示されたそれぞれの端モについ 
て、入カレベルを調節します。 

巧変範囲：一己. OdB—OdB 
初期設定： -3.0 dB 


「自動選択」：入力された音声信号を識別し 
て、自動的に適切な入力遇択をしまず。 

r 前回設定」：前回電源を切ったとさに遇択し 
ていた音声入力信号を再生します。設定とは 
異なった音声信号び入力された場合は、音声 
は出力されません。 


A) 入力信号デ]-巧-ド 

►SiiR 前回就 


M/M ：iR 
[湖ぶ了 


3) 入厢定 

- A ) 入力!語デコ-巧-ド 
B ) 入カレベル駆 


[ij / [ T ] :頂目剛 
鹏 ] :瓶 


選択項目：自動選択、前回設定 
初期設定：自動選択 


3 3 3 3 3 
d d d d d 
o o o o o 

----- 


グルグルル 
□夕□タタ 
ナジナジジ 
アデアデデ 


デ V U 
ビ D A 


本磯について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 



付録 
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本機を詳細に設定する 


表巧の設定を*変更する 

本体のフ□ントパネルディスプレイ表示や、テレビ画面に表示されるメニューについて設定します。 


(メニュ ー- ►詳細設定一表示設定) 


4) 表願定 

一 A ) 本瞭禪ま 
B ) メニ； I - 面艦を 


[▲]/[▼]: 項目鄙 
[游]:決定 


フ□ントパネルディスプレイ表示を 
設定する(本体表示設定） 

フ□ント J (ネルディスプレイ表示を設定します。 

■ A け体表願定 ■ 

—操作時の巧るさ 0 

總ホ綱るさ 0 


齡 M を:距挪 M / W : 挪 


r 操作時の明るさ」を設定する 

本体の キー または I 」モコン キーで なんらかの 
操作をすると、フ□ントパネルディスプレイ 
の表示び一定時間明るくなります。そのとさ 
の明るさを調節します。 

選択項目：一2、一し0 
初期設定：0 


メニュー①表示を設定ずる 
(メニュー画面設定） 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
して設定します。 


B ) メこ 1- 丽關 

um . 0 

【ィ]/ [►] :锁 
欧固：終了 


r 上下位置」を設定する 

メニューを表示する位置を調節します。一（マ 
ィナス)方向にすると表示位置び上に移動し、 
+( プラス)方向にすると下に移動します。 

巧変範囲：一已〜+已 
初期設定：0 


r 非操作時の明るさ」を設定する 

一定時間なにち操作しないと、フ□ントパネ 
ルディスプレイは暗く表示されます。 

そのとさの明るさを調節します。 r 操作時の明 
るさ」の設定値をき準にさ日に3段階暗くする 
ことびでさます。 

選択項目：非表示、一3〜一1、0 
初期設定：0 
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音のバランスを調節する 


各チヤンネルの音量のバランスを調節します。各チヤンネルの音量バランスを整えることによつ 
て、自然なサラウンドサウンドになりまず。 


©テス ト音をほつて調節する 


各チヤンネルか5テスト音を出力することによって、チヤンネルごとの音の大ささの違いを聴さ 
くらべ、バランスを調節することびできます。 



TV/A V / Y 5 P スイッチを Y 5 P 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AVL 
[YSP 


2 テストキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 「TEST 
LEFT 」 と表示され、フ□ント左チャンネル 
からテス ト音び出力されまず。 

テスト 


合/ ▽ キーを巧して調節したい 
チサンネルを還がする 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のよラに切り替わります。 




(詳細設定の r バス出力」が 
「ヴブウーファー」のとき） 


4 <1 /\>キーを巧して音量レベルを調部する 

音量調節レベルは一] O . Od 日〜+ ] O.OdB 
です。 




設定中に音量を上げた場合は、なのステッ 
プにずすむ前に必ず音量を確認し、上びり 
過ざている場合は音量を下げて<ださい。 

テス トキーを押して、設定を終了する 

テスト 


か-ヒント 

-「已ビーム」またはに T +3 ビーム」、「3ビーム」を 
選択しているときに調節でをまず (47 ページ)。 
'サブウーファーを接続し、「「バス出力」を設定ず 
る」（日己ページ)で「サブウーファー」を還択する 
と、 [■ SUBWOOFER 」 の項目も設定できます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 
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音のバランスを調節ずる 


〇 再生しなび5調節する 


DVD などを再生しなび日、各チヤンネルの音量バランスを調節ずることびでさます。 



3 づ/>丰一を巧して*音量レベルを 
調節ずる 

音量レベル調節範囲は 一] O . OdB 〜 

+ ] O . OdB です。 


1 TV/AV/YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


fty/Avl 

LYSP r 


2 CH レベルキーを繰り返し巧す、ま 
たは CH レベルキーを巧してから 
ム/マキーを巧して、調節したい 
チサンネルを還がする 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のよラに切り替わりまず。 




4 しば6<の囲操作をしない 

設定を終了しまず。 


か-ヒント 

’サブウーファーを接続し、「「バス出力」を設をず 
る」（己己ぺージ)で「サブウーファー」を選択する 
と、 「 SWFR 」 の項目ち設定でさます。 

還択しているビームモードにより、調節できる 
チヤンネルは変化します。調節でをないチヤンネ 
ルは「 」と表术されます。 



表示例 







:■■，ミ… 




(詳細設定の「バス出力」が 
「フ□ント」のとを） 
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親すモる-音就還為り替ぇる 


テレビや DVD プレーヤーなどの外部機器から本機に入力ずる音声信号を選択しまず。 

「AUTO」 （初期設定)のままでほとんどの音声信号を再生することびでさまずび、必要に応じてデ 
ジタル、アナ□グ信号の優先順位を選んだり、 DTS または AAC に入力信号を固定したりするこ 
とびでさます。 


チユーナービデオ DVD AUX 

a 口 a □ 

テレビ スカ1 入^2 マクロ 

□ Q □ □ 

BS CS あデジ 巧ァす 

S 最モード 白 DB 定 入カモー_ド スリーブ 

〇 a 口 □ 


jy/A V/YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わりまず。 


ITV/AV1, 


I YSP 


2 入力選ま尺キーを巧して、入力する機 
巧を選択する 


チューナービデオ DVD 

□ □ □ 


テレビ 


り 




ビデオはアナログ入力に固定されていまず。入力 
モードを変更ずることはでをません。 


入カモ — ドキ—を巧す 

フ□ントパネルディスプレイに現在の入力 
モードび表示されます。 

入カモード 


4 入カモードキーを操り返し巧す 

入力選択している機器に応じて、フ□ント 
パネルディスプレイにじ(下のよラに表おさ 
れます。 

入カモード 


テレビ/チューナーを 
入力選択している場合 



DVD を入力選巧 
している場合 

L '' M ミ".ミ！ミ."ミ 


AUX を入力選択し 
ている場合 


r*f 


■ 口 n 广7 * 一 


AUTO 

入力された音声信号を識別して、自動的に適 
切な入力選択とデコードをします。 

デジタルとアナ □ グの両方で接続したテレビ 
から、両方の信号び入力された場合には、デ 
ジタル信号を優先して選択します。 

通常はこのモードをご使用ください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 
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入力する音声信号を切り替える(入カモード切り誓え) 


DTS 

□TS 信号のみを再生しまず。 

DTS 信号を入力している場合、 AUT □に設定 
しているときよりち安定した再生び巧能です。 

DTS-CD または DTS-LD を再生するときにお 
すすめします。 


AAC 

AAC 信号のみを再生します。 

AAC 信号を入力している場合、 AUT □に設定 
しているときよりち安定した再生び巧能です。 


BS/ 地上デジタル放送や D-VHS デッキなどか 
ら AAC 信号入力するとさにおすすめします。 

ANALOG 

デジタル信号とアナ□グ信号び同時に入力され 
ている場合でち、アナ□グ信号を再生します。 

ぶ-ヒント 

「電源をオンにしたとさに適用する入カモードを設 
定ずる（入力信号デコードモード)」（日9ページ)で、 
本機の電源をオンにしたとさに使用ずる入カモード 
を r 自動還択」 (AUTO) にずるか、前回使用していた 
入カモードにするかを指定することびでさます。 
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拡張メニューを設定する 


各種設定を保護したり、工場出荷状態に戻したりします。 

Q ) 拖張タニュ-の操傾順 


あ張メニューの操作について説明します。各 
メニューの詳細については、76、77ぺージ 
をご参照ください。 


- INPirr - VOLUME f STANDBY/ON 


お巧 ％巧 ％巧 

轉 。 © © 

チコーすー ビデオ DVD AUX 

〇 〇 ロロ 

テレビ 入力1 スカ2 マクロ 

〇 a ロロ 


巧デジ 巧アナ 



が)電源をオフ(スタン K イ)にする 

電源 



2 本化の INPUT キーを巧しなび6、 

U モコンの電源キーを巧して電源を 
ス巧る 

フ□ントパネルディスプレイに 「MEMORY 
PROTECT 」 と表示されます。 

電源 


巧しなが5 


(出/ J ) 


INPUT キーをはなず 

INPUT な 


4 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


ITV/AV し 


YSPT 




ム/マキーを f 申して、設定したし、 
メニューぞフロン 《ネルデイス プ 
レイに表示させ、ミ夫定キーを巧す 



今 




表示例 ： 「DEMO MODEJ を選んだ場合 


<1 /\>キーを巧して、設定したい頂目/ 
指定したし、値をフ a ント J 《ネルデイ 
スプレイに表示させる 




表示例：手順已で 「DEMO MODE 」 を遇んだ場合 


ソ モコンの電源キーを巧して、電源 
をスタンバイにする 

再度電源キーを巧して電源を入れると、設 
定されます。 „ 

電源 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 
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拡張メニユーを設定ずる 


〇 メニュ —の設定巧客をな畫する 

メモリー保をした設定の内容を変更でさないよ 
ラにします。け広張メニューの操作手順」 （7 巳 
ページ)®手順已で 「MEMORY PROTECT 」 を 
表示させ、手順6で 「 PROTECT : ON 」 （設定内 
容を保護したい場合)を選択してください。 



選択項目： 

PROTECT : OFF 、 PROTECT : ON 


〇 音量の最大値を設定する 

本機の音量を、指定した値より大去くでさない 
ように設定します。け広弓長メニューの操作手順」 
(7 已ぺージ)の手順巳で 「MAX VOLUME SET 」 
を表示させ、手順己で値を設定してください。 



な デモモードで再生する 

デモモードでは、ビーム化された音声を]チヤ 
ンネルで出力し、水平に動作(スイープ)させ 
ます。これにより、本機からビームびどのよ 
ラに出力されているか体感でさます。け広張メ 
ニユーの操作手順」 （75 ぺージ)の手順已で 
「DEMO MODE 」 を表示させ、手順己で 
「 DEMO : ON 」 （デモモードで再生したい場合） 
を選択してください。 


選択項目： 

DEMO : OFF 、 DEMO : ON 

音声をスイープさせるには 

決定キーを巧します。 

スイープを停止させるには 

ちラー度決定キーを巧します。 


調政範囲- 

MIN (最ル)、 0] 〜99、 MAX (最大) 


な 電源を入れたときの音量 
を固定する 

本機の電源をオンにしたとさの音量を、常に 
指定した値になるよラに設定します。「お張メ 
ニユーの操作手順」 （75 ぺージ)の手順已で 
「TURN ON VOLUME 」 を表示させ、手順巨で 
値を設定して < ださい。 



調整範囲： 

OFF 、0] 〜99、 MAX (最大) 
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拡張メニューを設定ずる 


9 フ a ント J は、ルの INPUT 
キー操作を無効にする 

フ□ントパネルの INPUT キーを巧してち、入 
力び変わ5ないよラにしまず。け広張メニュー 
の操作手順」 （75 ページ)の手順5で 「PANEL 
INP . KEY 」 を表おさせ、手順己で rP . INPUT : 
OFF 」 （フ□ントパネルの IN PUT キー操作を無 
効にしたい場合)を選択してください。 



選択項目： 

P ' INPUT : ON 、 P . INPUT:OFF 


爲 フ〇ン W 《ネルキー操作 
を無効にする 

拡張メニューじ(外の操作をフ□ントパネル 
キーででさないよラにしまず。「拡張メニュー 
の操作手順」 （75 ページ)の手順5で 「 F.PANEL 
KEY 」 を表示させ、手順己で 「 F . PANEL : OFF 」 
(フ□ントパネルキー操作を無効にしたい場 
合)を選択してください。 


選択項目： 

F . PANELON 、 F.PANELOFF 


@ 設定した内容をネリ期化する 

各種設定をすべて工場出荷状態に戻します。 

け広張メニューの操作手順」 （7 已ぺージ)の手順 
已で 「FACTORY PRESET 」 を表示させ、手順 
6で 「 PRESET : RESET 」 江場出荷時の状態に 
戻したし、場合)を選択してください。 



選択項目： 

PRESET:CANCEU PRESET : RESET 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 
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本機の IJ モコンでが部機器を操作する 


外部機器の U モコンコード （84 ページ）を登録ずると、本機の U モコンを使用して本機に接続し 
たテレビや DVD 、 ビデオデッキなどの外部機器を操作することびでさます。 

- 

-外部機器の機種によっては、本機の U モコンで一部の機能を操作でさない場合びありまず。また、全く 
操作できない場合をあります。このような場合は各機器に付属している U モコンをご使用ください。 

-1」モコンの電池び切れると、約2分後に U モコンの設を内容び消去されまず。この場合、必要に応じ 
てリモコンコードを再登録してください。また、電池び切れてか日2分に満たない場合でを、電池の 
交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごま意ください。 


@ ソモコンコー ドを登録する 


入力選択キーのテレビキーにはテレビの、 DVD キーには DVD の、チューナーキーには衛星放送/ケー 
ブル TV チューナーの、ビデオキーにはビデオデッキの、 AUX キーにはその他の機器の U モコンコード 
を登録することびでさます。 


トランス=ッシヨンインジケーター 


ち巧 ち巧’电巧 

g ) A 0 0 

チューナービデオ DVD AUX 

□ □□口 

テレビ 入力1 入力百 マクロ 

□ D □ 〇 

BS CS «デジ 巧ァす 

音量モ-.ド 自 ■(££ スカモ — _ド ス 

D Q ロロ 

_5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 

ステレオ 7イビーム7イサラウンド 

11 4 i r 曰 I fs ] 

回回回 

D さ舌を ■ デ3—ター 

[1 。… J 0/+ loj 〔 12 ) 


チヤンネルテレビ1 




日 


テレビ人力切音 I 

口 I 


II な 1 II □ I 1 の I 


回 


HDD DVD 

口回口 

®YAM 凸 HA 

心 —— ^ 


2 ランス S ツシヨン Y ンジケーター 

の庶絲が魚びにをわ つた5、コード 
セツトキーを巧したまま、数字キー 
でか部機巧のリモコンコード ( S 4 
ぺージ)を入力ずる 


設定例(ヤマ八製 DVD ) 
テレビ消音 



巧したまま 


マイヴラウンド 



1 コードセットキーを巧しなび S 、 リ 
モコンコー ドを設定したいか部機器 
の入力選択キーを巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。トランスミッションインジ 
ケーターが2度点滅します。 

設定例けマ A 製 DVD ) 

テレビ消音 DVD 



3 r 設定した機器を操作する J (フ 9 
ページ)を参照し、登録したか部機器 
のいずれかの操作を実巧ずる 

外部機器び正しく機能すれば登録は完了で 
す。正しく機能しない場合は U モコンコー 
ドび合致していない可能性びあります。本 
機に接続している外部機器の U モコンコー 
ド旧4ページ)を確認後、手順]を再度実行 
してください。 
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本機のリモコンでが部機器を操作ずる 


〇 設定した機巧を操作する 

テレビを操作する 



TV/AV/YSP スイッチを TV/AV 側にスライドさせてか5、テレビキーを巧して入力をテレビに 
切り替えまず。 


ITV/AV1, 


I YSP 


It 


テレビ 


〇放送メディア選択キー： デジタル放送対応テ 
レビで、放送メディア （ BS 放送/ CS 放送/ 
地上デジタル放送/地上アナ □ グ放送)を選 
択します。 

0数字キー： チャンネルを直接指定します。 



©EPG キー： デジタル放送対応テレビでデジ 
タル放送受信時に、電モ番組表 ( EPG ) を表 
术しよ9 〇 

〇力ーソル (a/ ▽パル) キ ー /巧定キ ー ： 
メニューを選択-決定します。 

©チヤンネル （+/-) キー： テレビのチヤンネ 
ルを切り替えます。 


包テレビ入力切替キ ー ： テレビの入力を切り 
替スます。 

〇電源 (TV) キ ー : テレビの電源をオンにします。 

包テレビ入力1/2キ ー :テレビの入力を直接 
巧化し ま 9。 

包メニューキ ー ： メニュー画面を表おします。 

⑩戻るキ ー :前のメニューに戻ったり、終了 
します。 

のテレビ音量 （ + /-) キ ー :テレビの音量を調 
節します。 

⑩テレビ消音キ ー :テレビの音量を一時的に 
消音しまず。 


本樣について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 
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本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


DVD プレーヤー/レコーダーを操作する 



TV/AWYSP スイッチを TV/AV 側にスライドさせてか5、 DVD キーを f 甲して入力を DVD に切 
り替えます。 


[tV/AVl 

LYSP r 


It 



DVD 



O 放送メディア選択キ ー ：デジタル放送対応 
□ VD で、放送メディア （ BS 放送/ CS 放送/ 
地上デジタル放送/地上アナ□グ放送)を選 
択します。 

©数字キー：数字を入力します。 

包 EPG キ ー :デジタル放送対応 DVD でデジタ 
ル放送受信時に、電モ番組表に PG ) を表示 
します。 

〇力ーソル ( a / ▽パル)キ ー/ ミ夫定キ ー : 

DVD メニューを選択します。 

包録画ま組キー：デジタル放送対応の DVD レ 
コーダーに録画したデジタル放送番組を表 

术しぶ9 〇 


包チャンネル （+/—) キー： DVD のチャンネ 

ルを切り替えます。 

ODVD 、 ビデオデッキ操作キ ー :再生、停止 

などの操作をします。 

包ディスク遺択キ ー : HDD 内蔵 DVD レコー 
ダーのディスク （ HDD / DVD ) を選択しま 
す。 

包電源 ( AV ) キ ー : DVD の電源をオンにします。 

⑩メニューキ ー : DVD メニューを表示します。 

の戻るキ ー : DVD メニューで前の画面に戻 
る、または DVD メニューから巧けるときに 
巧します。 
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本機のリモコンでが部機器を操作ずる 




電 ■ ■ S ■ ■ 

0) 〇 0 @ 

f 三ーナービデオ DVD AUX 

□ □□口 

ァレ fcj 

テレビ 入打1 入力2 マク〇 

□ □己口 

B8 CB «7r 

■« -ド BMCC ，リー， 

□ a a a 


-O 


O - 


か 


©— 


TV / AV / YSP スイッチを TV / AV 側にスライド 
させてか5、ビデオキーを巧して入力をビデ 
オデッキに切り替えまず。 


ITV/AV し 


3 SPT 


It 


ビデオ 


〇数字キー： チャンネルを直接指定します。 

0チャンネル （+/-) キー： ビデオデッキの 
チャンネルを切り替えまず。 

© DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー :再生、停止 

などの操作をします。 

〇電源 ( AV ) キ ー :ビデオデッキの電源をオン 
にします。 


ビデオデッキを操作ずる 


衛星放送/ケーブル TV チューナーを操 
作する 


0- 


■ a ■Dig 

感。 © © 


fi-t - ビデオ DVD AUX 

ロロ ロロ 

テレビ 人力1 入力2 マク □ 

ロロ ロロ 

S3 CS がリ 〇 

»■«— _ド白 MU XM-K ス U- プ 

□ 口己己 


己ピーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 

ステレオ 7イビー么マイヴラウンド 

L±J LfJ f 巨] 

回回回 

Dm*, テコーター 
〔1 口/。 J 1" …〇| n la ] 



mm テレビ入力巧 ■ テレビ! «■ 

ロロ ロ 


-© 


TV / AV / YSP スイッチを TV / AV 側にスライド 
させてから、チューナーキーを巧して入力を 
チューナーに切り替えまず。 


ITWAV し 


[YSP 


It 


ナ ユー ナー 


〇数字キー： チヤンネルを直接指定します。 

©チヤンネル （+/—) キー： チューナーのチヤ 
ンネルを切り替えます。 

© 電源 ( AV ) キー ：チューナーの電源をオンに 
します。 


包圈回固 
苗茵回圖 

©回回回 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 
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本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


@ テレビマクロ機能を使用する 

テレビマク□機能とは、入力選択キーで入力機器を選ぶだけで、テレビの入力切替までを自動的 
に行うことびできるようにずる機能です。例えば DVD を再生ずる場合、通常は （1) テレビの入力 
を切り替える一 (2) 入力機器を DVD に切り替える-..などの操作び必要でず。マク□機能を使 
ラと、マク□キーの DVD キーを巧すだけでこのよラな一連の操作を行ラことびでさます。マク 
□機能の設定中は、 U モコンの赤外線送信部を常に本機およびテレビの1」モコン受光窓に向けて 
操作して < ださい。 

- ' 

-テレビマク□の設定は、テレビのリモコンコードを登録 (78 ぺージ）したあとに行ってください。テレ 
ビマク□設定後にテレビの U モコンコードび登録された場合、 U モコンコード登録び無効になります。 

-チューナー機能び搭載されていないテレビをご使用の場合は設定のち法び異なります旧3ぺージ)。 

-設定の途中で、下の U モコン図でおされている外のキーを巧すと、設定び無効になります。 

-手順2または3で、キーを押す間隔び10秒を超えると、すべての操作び無効になります。その場合、 
手順]からやりなおしてください。 


チューナービデオ DVD AUX 

□ □口口 

テレビ 入力1 入力己 マクロ 

D ロロ ロ 

BS CS 巧デジ 巧アナ 

M モード 呂 BBS 入カモード スリーフ 

D D □ □ 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

ill ] LSJ tj 

ステレオ、マイビームマイサラウンド 

I 4 | | r B I fsl 

回回回 

D 百宙を重 テコーター 

II ……|| ||11/+1〇||〔12) 



1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロを設定したい機おの入力選が 
丰一 を巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 


設定例 ( DVD ) 

テレビ消‘音 DVD 



3 チヤンネル +/- キー、または数字 

丰一を巧す 

テレビ画面びチューナー画像に切り替わつ 
たことを確認しまず。 



4 テレビ入力切替キーを巧ず 

手順1で指定した機器の画像に切り替わる 
まで、キーを繰り返し巧します。 


テレビ入力切替 



5 巧定キーを巧して、マクロ設定を終了する 


2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 

テレビ消音 マクロ 
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本機のリモコンでが部機器を操作ずる 


チューナー機能び搭載されていないテ 
レビをご使用の場合 


1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロを設定したい機巧の入力選が 
丰一を巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 ( DVD ) 


テレビ消音 DVD 



2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 



3 テレビ乂力1キーを巧す 

テレビび入力1の画面に切り替わったこと 
を確認します。 


入力1 



4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した機器の画像に切り替わる 
まで、キーを繰り返し巧します。 


テレビ入力切替 



5 巧定キーを巧して、マクロ設定を終 
了ずる 


テレビマク□を実行するには 


V クロを実巧したい機器の入力選が 
キーを smu ： 巧ず 

入カモードび切り替わるのと同時に、テレ 
ビの入力ち切り替わります。 

チューナービデオ DVD AUX 

f -^-ii I v-i r I ミ '‘. Ji 

2 秒 w 上巧ず 


テレビマク □ の設定を解除ずるには 


1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロ設定を解除したい機器の入力選 
巧 キーを 押ず 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

解除例 （ DVD ) 


テレビ消音 DVD 



2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマク□キーを巧ず 


テレビ消音 7ク〇 



3 決定キーを巧して、マクロ設定を解 
除する 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 
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リモコンコードー質 


下表のメーカー製品であってを形式、年式によって使用でをないをのびあります。また、メーカー 
や機種によっては操作できないをの、または限られた機能しか操作で去ないをのびあります。この 
場合は、お使いの機器専用の U モコンをご利用ください。複数の U モコンコードび記載されている 
場合は、お使いの機器に一致するをのび見つかるまで順番にお試しください。 


メーカーち U モコンコード 


テレビ(*85/地上デジタル放送対応機種） 

アイワ 

294 

27巨 

283 

284 



NEC 

297 

2已2 

282 




L 白 / GOLDSTAR 

297 

298 

239 

237 



SAMSUNG 

297 

239 

248 

262 

27己 


サン ヨー 

2白已 

233 

279 

272 

273 

274 212 

シャープ 

292 

239 

232 

213 

20が 


ソニー 

263 

214* 

209* 




DAEWOO 

297 

298 

224 

227 

228 


東芝 

292 

22巨 

267 

215* 



パイオニア 

22已 

23己 

吕已4 

吕已已 

2日が 


パイデザイン 

201 

202 





パナソニック 

234 

23己 

23巨 

2己3 

288 

21 1* 

ビクター 

29巨 

24巨 

247 

286* 



日立 

297 

239 

242 

243 

28已 

20が 

PHILIPS 

298 

22巳 

20已 




富±通 

289 






フナイ 

277 

278 





三養 

299* 

297 

259 

287 



ヤマノ、 

299* 

吕9吕 

242 

2扫已 

287 

2已3 20巨* 


DVD プレーヤー (^ BS / 地上デジタル放送対応機種) 


アイワ 

巨48 

巨49 





オンキ3— 

巨32 

巨33 

已34 




ケンウッド 

巨28 






SAMSUNG 

百42 






シャープ 

643* 

巨 92* 





ソニー 

644* 

676" 

^ 677* 

巨93^ 

694* 

巨白己* 

DAEWOO 

巨已已 






デノン 

巨23 

624 

已82 




東芝 

扫34 

665* 

巨6が 

巨已フ* 



パイォニア 

巨3巨 

637 

已38巨 73* 

巨 74* 

巨7已^ 


685* 

巨8已*巨87’ 




パイデヴイン 

百78 

巨79 





パナソニック 

623* 

巨3已 

巨巨 8* 

ろ1ピ 

百 82* 

683* 


684* 






ビクター 

627 

643* 

巨9吕* 




日立 

巨2巨 

688* 

巨8が 




PHILIPS 

巨99 

647 

已已9 




フナイ 

巨2已 






MARANTZ 

巨99 

巨已白 





三養 

巨29 






ヤマノ、 

巨99 

巨22 

已23已47巨8吕 



メーカーち U モコンコード 


ビデオデッキ 

アイワ 

3白巨 

397 

398 

329 



NEC 

392 

394 

344 

383 



LG/GOLDSTAR 

3白巨 

388 





Orion 

327 






ケンウッド 

392 

394 

39巨 




SAMSUNG 

3已4 

3已8 

363 

364 

3巨已 

3已已 

サンスイ 

394 






サン ヨー 

393 

33巨 

367 




シチズン 

39巨 






シャープ 

39已 

3扫2 

382 




ソニー 

368 

379 

372 

373 

374 

37已 

DAEWOO 

328 

334 

33已 




東芝 

33已 

389 





TE 冉巳 

392 

394 

397 




パイオニア 

32已 






パナソニック 

32已 

328 

339 

3已已 

378 

384 38已 


38已 






ビクター 

392 

394 

344 

34已 

346 

347 

日立 

32已 

333 

349 

342 

343 


フナイ 

397 






MARANTZ 

392 

394 





三菱 

399 

344 

348 

3已9 

3己3 

3已2 

ヤマノ、 

399 

392 

393 

394 




ケーブルテレビチューナー 


ソニー 

7巳巨 

757 





パイオニア 

747 

748 

7扫已 




パナソニック 

744 

74已 

74巨 

747 

783 

784 

日立 

722 






PHILIPS 

7巨3 

7巨4 

7巨巳 

766 

767 

7已8 

BS デジタルチュー 

■ナー 





ソニー 

832 

83已 





東芝 

833 

83已 





パナソニック 

82巨 

829 





ビクター 

822 






日立 

824 






PHILIPS 

82己 

843 

844 

84已 

846 

847 848 


849 






ユニデン 

82已 
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巧障かな？と思った s 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処してち正常に 
動作しない場合や、下記じ(外で異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラ 
グをコンセントから巧いてから、お買上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点に 
お問い合わせください。 


A 全般 


電源を入れてをすぐに切れてしま5 

原因 

電源コードがしっかり接続されていない。 

対策 

電源コードび正しくコンセントに接続されている 
ことをご確認ください。 

参照ページ 

28 

内部マイコンび外部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧のほ下によりフ 

U — ズしている。 

AC コンセントか5電源プラグを抜さ、約3日秒後 
にわラー度差し込んで < ださし、。 



音青び出ない 

原因 

巧策 

参照ページ 

再生機器がしっかり接続されていない。 

接続を確認して < ださい。 

] 白 

再生したいソースび正しく選ばれていない。 

INPUT キーや入力選択キーで、再をしたいソー 
スを正しく選んでください。 

43 

音量げ小さい。 

音量を大さくしてください。 

46 

消音されている。 

U モコンの消音キーまたは音量十/ーキーを巧し 
て消音を解除し、音量を調節してください。 

46 

サンプリング周波数び1吕 2 kHz の PCM や MPEG 2 
など、本機で再生できない信号が入力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 
し、。または再生機器の設定を変更してください。 

— 


STANDBY / ON キーを押してを電源び入6ない 

原因 

電源コードびしっかり接続されていない。 

対策 

電源コードび正しくコンセントに接続されている 
ことをご確認ください。 

参照ページ 

28 

内部マイコンが外部電気ショック(落雷または過度 
の静電気)、または電源電圧の低下によりフリーズ 
している。 

コンセントか5電源プラグを巧を、約3日秒懐に 
ちラー度差し込んでください。 



巧用中に突然電源び切れる 

原因 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路び働を 
電源げ切れた。 

巧策 

温度び下びるのを待って （1 時間程度)、電源を入 
れなおして < ださい。 

参照ページ 

ス U —プタイマーび作動した。 

電源を入れてソースを再生しなおしてください。 

— 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った s 


音をが巧然出なくなる 

原因 

消音された。 

対策 

リモ]ンの消音キーまたは音量（十/一）キーを押 
して消音を解除し、音量を調節してくださし、。 

参照ページ 

46 



原因 


[クトチヤンネルの音びノイズになる 


巧策 参照ページ 


あらかじめソースにサラウンド効果びかかっている。本機でサラウンド効果をかけないでください。 


センターチヤンネルか6音青び出ない 

原因 

センターチヤンネルの音量が絞5れている。 

対策 

センターチヤンネルの音量を調節してください。 

参照ページ 

71 


センター、サラウンドち/ちか6音をが出ない 

原因 

ステレオ再をしている。 

対策 

ビームモードキーで、「日ビーム」、 「ST+3 ビー 
ム」、「3ビーム」のいずれかを選択して再をしてく 
ださい。 

参照ページ 

47 


サラウンドち/ちチヤンネルか6音ちが出ない 

原因 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量びルさい。 

対策 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量を調節してく 
ださい。 

参照ページ 

71 


十分なサラウンド効まび得6れない 

原因 

巧策 

参照ページ 

本機と DVD プレーヤー/レコーダーやテレビをデ 
ジタル接続している場含に、 DVD プレーヤー/レ 
コーダーやテレビのデジタル出力設定び有効に 
なっていない。 

DVD プレーヤー/レコーダーやテレビ側の設定 
を確認してください。 


U スニングルームび特殊な形状をしている、また 
は本機の設置場所や視聴位置び U スニングルーム 
の左ちの壁の中央からずれている。 

本磯の設置場所や視聴位置を変更してください。 

16 

ビーム経路上に壁びない。 

ビーム経路上に反射板を設置してください。 

— 


ドルビーデジタルまたは DTS ソフトの再をびでをない(本機のディスプレイの 
ドルビーデジタルまたは DTS インジケーターび点なしない） 

原因 

接続したプレーヤーなどの設定び「デジタル出力」かつ 
「ドルビーデジタルまたは DTS」 に設定されていない。 

巧策 

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、正し 
く設定してください。 

参照ページ 

入カモードを ANAL 日 G に設定している。 

AUT 日に設定してください。 

73 
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故障かな？と思った 6 


サブウーファーを接続していない時に、本巧の音なかの巧音び出る 

原因 

強い低音成分び連続して含まれるソースを再生し 
たため、保護回路が働さ雑音び出た。 

対策 

音量を下げてお楽しみ < ださい。 

参照ページ 

46 

詳細設定「サブウーファー設定」で r バス出力」を 
「サブウーファー」に変更してくださし、その隙 
「ク□スオーノ く一」を n 30Hz」 または「1已日 Hz」 に 
設定してください。低音成分げ抑え5れます。 

巨色 

サブウーファーを接続し、詳細設定「サブウー 
ファ 一設定」を行ってください。 

巨色 


低音の再を不良 

原因 

詳細設定「ヴブウーファー設定」の「ク□スオー 
バー」び正しく設定されていない。 

巧策 

「ク□スオーバー」を正しく設定してください。 

参照ページ 

巨色 

ナイト U スニングモードび選択されている。 

ナイト U スニングモードをオフにして<ださい。 

已色 


サブウーファーか6音青び出ない 

原因 

詳細設定「サブウーファー設定」で「バス出力」を 
「フ□ント」に設定したまま、ドルビーデジタル、 
DTS および AAC 信号を再生している。 

対策 

「ヴブウーファー」に設定してぐださい。 

参照ページ 

6后 

再生しているソースに LFE や低音信号び含まれて 
いない。 


— 


—が表示されない 


原因 

ビデオ用ピンケーブルびしっかり接続されていない。 

対策 

接続を確認して < ださい。 

参照ページ 

21 

テレビの入力切誓び正しく設定されていない。 

テレビの入力を切り誓えてください。 

32 


本機び正常に作動しない 

原因 

内部マイコンび外部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の1氏下によりフ 

U— ズしている。 

対策 

AC コンセントか5電源プラグを抜を、約3日秒後 
にわラー度差し込んで < ださし、。 

参照ページ 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った s 


マイビームの自動ち度調節で測定に巧敗し、角度び設定されない 

原因 

周囲の騒音び大きい。 

対策 

手動で調節してください。 

参照ページ 

已已 

動作保証範囲がで測定している。 

動作保証範囲内に移動するか、手動で調節してく 
ださい。 

已已 

接続機器の状態により、測定でさない。 

ビームモードキーで再度「マイビーム」を選択して 
から、 もう一度測定してください。 

已4 


デジタル機器や高周波機おか 6 のな音を受けている 

原因 

対策 

参照ページ 

本磯とデジタル機器や高周波機器の設置場所が近 
すざる。 

本機か5それ5の機器を離してください。 

— 


〇ソ モつン 


リモコンで操作でをない 

原因 

巧策 

参照ページ 

U モコン操作範囲か5外れている。 

本体のリモコン受光部か5目 mUI 内、角度3ぴ政 
内の範囲で操作してください。 

30 

受光部に日光や照明(インバーター堂光灯やスト 
□ボライトなど)が当たっている。 

照明、または本体の向さを変えてください。 

— 

乾電池び消耗している。 

乾電ミ也をすべて交換してください。 

2白 


巧部機器をリモコンで操作でをない 

原因 

対策 

参照ページ 

TV/AV/YSP スイッチび YSP 側に設定されてし、 

TV/AV/ 丫 SP スイツチを TV/AV 側にスライドさ 
せて < ださい。 

79-81 

操作する機器び選ばれていない。 

リモコンの入力選択キーを巧して、操作したい機 
器を選んでください。 

43 

U モコンコードび正しく設定されていない。 

リモコンコードを設定しなおすか、同じ;><一力一 
のコードの中か5別のコードを設定してくださ 
い。 

78 

U モコンコードを正しく設定してち、—力一ま 
たは機器によっては操作できない場合びありま 
す。 

各機器に付属している U モコンをご使用くださ 
い。 



—の操作中にカーソルキーの操作びでまない 


原因 

TV/AV/YSP スイツチび TV/A V側にスライドし 
C しまつた。 


対策 

TV/AV/ 丫 SP スイッチをもう一度丫 SP 側にスラ 
イドさせて < ださい。 


参照ページ 

60 
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技術/用語解説 


5.1 チャンネル 

ちとちと映画館で臨場感のある音響効果を再現する 
ために開発されたサラウンド-システムです。前ち 
に 3 ch (左、ものステレオ 2 ch + セ U フ用センター 
Ich )、 後ちに 2 ch (サラウンド効果)、さらに超ほ音 
を出すための LFE ( n - • フ U クエンシー-エフェク 
卜）と呼ばれるチャンネルび用意されています 。 LFE 
はお音域専用で帯域び狭く、独立した音源には成り 
得ないことから ro . lch 」 とカウントされていまず。 


AAC (アドバンスト • 才ーデイオ • コーデイ 
ング） 

デジタル圧縮音声フォーマツトの1つです。主に曰 
本の BS / i 也上デジタル放送で採用されています。モ 
ノラ j レ音声から最大で7チヤンネ J レ音声までを効率 
良く圧縮して記録' 伝送でをます。圧縮動画規格で 
ある MPEG -2 の中で策をされています。 


DTS 

□ TS 社び開発したデジタル-サラウンド.フォー 
マット(音声圧縮技術)で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタルよりち化い圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 . Ich サウン 
ドび再生でさるといねれています。 


DTS Neo :巨 

□ TS 社び開発した、 2 ch ソースを己 ch 化してサラウ 
ンド再生する技術です。再生するソースに合わせ 
て、映画用の Neo :日 Cinema モードと音楽用の 
Neo :日 Music モードび用意されていまず。 

EUPHONY 

美しし宿の響きを楽しむという基本コンセプトのを 
と、最新の音響技術フアミリーを駆使して実現した画 
期的な音場再生ち式です。自然で臨場感溢れる立体音 
び U スナーをすてさな音の世界に誘います。 

Euphony では入カチヤンネル数、再生スピーカー数 
に〜複数スピーカー)や□径など巧存することなく、 
その特性に最適なサラウンド再生び可能です。また、 
しっかりしたセンター定位を大きな特長となっており 
ます。 


LFE (□- •フ U クエンシー • エフェクト） 

ドルビーデジタル、 DTS などのデジタル-サラウン 
ド-システムでは、通常の已 ch (フル帯域)(がに、 
な域の効果音のみを出力する LFE チャンネルび用意 
されています。 20 Hz 〜120 Hz の帯域の重低音を 
補助的に加えることで、迫力や U アル感び加わりま 
す。 LFE は低音域専用で帯域び狭<、独立した音源 
には成り得ないことから「0.1 ch 」 とカウントされて 
います。 


MPEG 

旧0江業の標準化を図る国際機関）と IEC 價気•通 
信などの標準化を図る国際機関）び共同で標準化し 
た「動画」および「音声」にかかわるデジタル圧縮規格 
の名称です。 

MPEG には 、 MPEGK MPEG 2、 MPEG 4 の3つ 
の規格びあります。 MPEG 1の画質は VHS ビデオ並 
みで、ビデオ C □などで利用されています。 

MPEG 2 の画質は S - VHS ビデオ並みで、 DVD ビデ 
才などで利用されていまず。 


PCM (パルス•コード•モジユレーシヨン） 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換する代表的なち 
式です。 P 巳 M は非常に短く区切った単位時間あた 
りの信号レベルを符号化（コード化）します。 MP 3 
お式や ATRAC お式のよラな圧縮処理を用いないこ 
とから、 U ニア PCM とを呼ばれていまず。 CD や 
DVD オーディオの録音方式などに採用されていま 
す。 


SRS TruBass 

SRS 社び開発した、な音を増強再生する技術です。 
原音に含まれる異なる周波数の信号を利用して差成 
分を作り出し、その差成分で脳にほ音を感じさせる 
よラにしています。 
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技術/用語解説 


ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発したデジタル•サ 
ラウンド.フォーマツト(音声圧縮技術)で 、 DVD 
の標準音声お式のひとつとなっていまず。フォー 
マツトとしては Ich から己. Ich まで用意されていま 
すび、一般的には前ち 3 ch 、 後ち 2 ch 、 LFE (低域 
効果音) 0.1 ch の巳.] ch でサラウンドを構成しま 
す。各チヤ ンネ J レび独立した信号で録音されている 
ため、非常に明瞭な音声で再生することびでさま 
す。 


ドルビープロ□ジック 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、ステレオ信 
号をサラウンド再生するためのアナ□グ技術でず。 
ドルビーサラウンドエン コー ドされている 2 ch ソー 
スを、前ち 3 ch とをち Ich (モノラル)の 4 ch でサラ 
ウンド再生します。 


ドルビープロロジック II 

ドルビープ□□ジックの上位規格で、ステレオ信号 
を已 .1 ch で再生するための技術です。後ちのサラウ 
ンド ch はステレオ化されているのと同時に、周波数 
特性びフル帯域化されていまず。再生ずるソースに 
合わせて、映画用の Movie モードと音楽用の Music 
モード、ゲーム用の Game モードの3つび用意され 
ています。 
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主な仕様 


ァンプ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA ) 

.2 W り kHz ' ]0口/ oTHD 、40) x 16® 

+ ] 已 WOOOHz ' ]0% THD 、40) x 2 個 

スピーカー部 

ルロ径 スピーカー 

.2.8 cm コーン防磁型 X ] 己個 

ウーファー .8 cm コーン防磁型 X 2 個 

入力端子 

オーディオビデオ、テレビ/チューナー 
(アナ□グ ）（1 V /32 kO ) 
. 2組(アナ□グ音声) 

オーディオテレビ/チューナー 、 DVD 
(光デジタル） . 2個(デジタル音声) 

オーディオ AUX (同軸デジタル） 
.] 個(デジタル音声) 


出力端子 

サブウーファー (1 .已 V /120 Hz じ(下） .....] 個 
ビデオ （1 Vf > p /7 已 0).] 個 


マイク入力端子 

INTELUBEAM M に .] 個(マイク入力) 

システム接続端子 

システム接続... . 1個（システムコント□-ル) 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、 已0/巨 OHz 

消費電力 . 2已 W 

待機時消費電力 .0.1 WL ソ下 

寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

.610 x 120 x 220 mm 

質量 .8.5 kg 

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく 
変更することびありまず。 
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索引 


A-Z 

AAC. 


DTS. 


DTS Neo:6. 


DUAL. 


EUPHONY. 


PCM. 


ST + 3 ビーム ........ 


TruBass. 


数字 

3 ビーム . 


已ビーム . 


ア巧 

イン テ1」ビーム ...... 


イン テ1」ビーム マイク . 

立^_ 

H 里 . 


音量 モード . 


力巧 

あ張メ—ユー . 


簡易 マイクスタンド . 

ケーブル押さえ ...... 


ヴ巧 


サウンド設定 . 

サラウンド確認用 DVD 


サラウンド再生... 
サラウンドモード 
g 動設定 . 


日¥細政 . 59 

初期化 . 77 

ステレオ再生 . 已3 

ステレオピンケーブル . 20 

ス U —プタイマー . 已7 

前面（フ□ントパネル） . 13 

夕巧 

ダイナ三ックレンジ . 68 

デコーダー . 日日 

デジタル音声多重 . 已8 

デジタル音声ピンケーブル . 20 

デモモード . 76 

テレビ音量一定モード . 曰6 

テレビマクロ . 82 

電源 . 31 

電池 . 29 

ドルビーデジタル . 50 

ドルビープ□□ジック . 曰日 

ドルビープ□□ジック II . 日日 

ナ巧 

ナイト U スニングモード . 56 

入力設定 . 69 


50 

已〇 

已〇 

已〇 

89 

已〇 

48 

68 

48 

47 

34 

34 

46 

已6 

75 

35 

20 

66 

45 

47 

己] 


92 


34 



















































索引 


八巧 

背面（1」アパネル） . ]已 

ビーム設定 . 62 

ビームモード . 47 

光ファイバーケーブル . 20 

ビデオ用ピンケーブル . 20 

表示設定 . 70 

フ□ントパネル . 13 

フ□ントパネルディスプレイ . 14 

マ巧 

マイビーム . 已4 

メニュー . 32 

メモ U -. 40 

ラ巧 

U アパネル . ]已 

リスニングルーム . 16 

リモコン . 巻頭 

U モコンコード . 84 

U モコン受光窓 . 13 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

巾マ A ホットラインヴービスネットワークは、本磯を末永く、贵じしてご愛用いただくためのものです。 
ヴービスのご巧觀お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や巧り扱いに関するお PS いをわせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から蓄はられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(全国共通） 査 S , 0570 -01 -1808 

全国どこか6でを市内通話料盡でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か日は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (053)460-3459 
干 430-86 已〇静岡県お松市中区中ミ尺田； n 0-1 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間： 10: □日〜 1 2:00. 1 3:00-1 8:00 


ヤマ/ VAV 製品の修理、サービスパーツに関するお巧いさわせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(全国共通） SS . 〇已 70-01 -吕808 

全国どこからでも市内通話料金でご利巧いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か6は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付曰：月〜±曙曰（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜曰吕:〇日〜19:00 ±曜日9:□日〜17:3曰 

修巧お持ち込み窓口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間：日:日日〜17:4已 

北海道〒日 64-8543 札幌市中央区南]日条西1了目1 -50 
ヤマ从センター巧 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平和島 2 T 目1 - 1 
京浜トラックターミナル内] 4号棟 A - 己 F 
FAX (03) 己7邑 2-2 12已 

浜が 干 43日-0日16おお市ま医和田町2□日 
ヤマ A (株)和苗エ攝巧 
FAX (053)462-9244 

名ち屋〒4已 4-0 □已8名ち屋市中り I 区玉り I 町 2 T 目1 -2 
ヤマ A (株)名ち匡倉庫 3 F 
FAX (0 已 2) 巨己 2-004 吕 

大阪 〒已巨 4-00 已2吹田市広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330-5535 

九州 t 812-8 已08福岡巿博を区樽多駅前 2 T 目]1 -4 
FAX の 92)472-2 137 


‘名称、住巧、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


参保証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳し<は保証 
書をご覧ください。 

参イ呆証期間が週ぎているとさ 

修理にぶって製品の機能び維持でさる場をにはご要望により有料にて 
修理いたしまず。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれていまず。 

部品げ 修理に使巧した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合ちありまず。 

出張料 製品のある堤巧へ技術者をお遣ずる墙含の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最ほ保ち期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り體8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
<ださい。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせ<ださい。 
%品番、製造香号は製品の背面もし<は底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
記でず。尚、修理はスピーカーユニット交操となりまずので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場をびあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の祟化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なりまず。 

本磯を末永く安をしてご愛巧いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交撰されることをおずすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボ U ュームコント□-ル、スイッチ • U レー類、接続端子、ランスベルト、 
ピンチローラー、磁気へッに光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただくために A V 製品全般について記載して 
おります。 


/ 


7 モ年ご巧用の製品の点巧を！ 

、 

口 

蜜情点検 

こんな症状はありませんか？ 

♦ 電源コード’プラグび異常に熱し、。 

• コゲくさい臭いびする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

• 製品に舰れるとピ U ピ U と電気を感じる。 
♦ 電源を入れてを正常に作動しない。 

• その他の異常-故障がある。 

畢 



ずぐに使用を中止してぐださい。 



事故防止のため電源プラグをコンセントか b 抜き、 

おず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店に。目談ください。 
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戀 YAMAHA 

YSP-500 

簡易接続-操作ガイド 


<接続-操作で使う付属品> 


□ステレオピンケーブ J レ （ 1本） 
□ビデオ用ピンケーブル （1 本） 
□光ファイバーケーブルに本） 
□インテ U ビームマイク （1 個） 
□簡易マイクスタンド （1 セット） 
□サラウンド確認用 DVD (1 枚） 


テレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーを接続して YSP - 己00のサラウンドサウンドを楽しむまでの手順を説 
明しまず。詳しい内容については取扱説明書をご覧ください。 


YSP- 已00を設置ずる 


YSP- 500の設置場所を決定します。 

本機は下図のよラに音声をビーム化して出力します(矢印はビーム化した音声と各ビームの経路を表しています)。効果的なサラウンド感を得るため、 
ビームの経路と家具などの障害物び重ならない場所に本機を設置して<ださい。 


本機を壁と並行に、リスニングルームの中央に設置した場合 
のイメージ図です。 


家具などの障害の 

一 ► フロントちチヤンネル 
一 ► センターチヤンネル 
► フロントちチヤンネル 
一 ► サラウンドちチヤンネル 
-► サラウンドちチヤンネル 


本機をリスニングルームのコーナーに設置した場合の 
イメージ図です。 


家具などの障害の 

一 ► フ□ントちチヤンネル 
一 ► セ ジター チヤンネル 
一 ► フ□ントちチヤンネル 
—► サラウンドをチヤンネル 
一 ► サラウンドちチヤンネル 




YSP-500 をラックなどに設置します。 

設置状況によっては、「固 YSP - 已00にテレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーを接続する」（も記)で、本機にテレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーを接続 
してか5本機を設置したほラびよい場合ちあります。 一度仮り置ををして設置状況をご確認のラえ、設置と接続をどち5から行5かミ央定してください。 
設置の詳細については取扱説明書1日ページをご覧ください。 


下図はラックへ設置する場合の一例です。本機や巧、ラックなどにキズがつかないようごを意ください。 


〇 本機をラックの前に 
置< 


©テレビ や DVD プレー 巧^ラックに設置する 

ヤー/レコーダーと 
接続する 



©完成 





か-ヒント 

本機を床から離して設置すると、より効果的なサラウンド感を得られます。 


2 ] YSP- 已〇〇にテレビと DVD プレーヤー/レコーダーを接続する 


テレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーを YSP-500 に接続します。 

下記の接続例を参考にしてテレビと DVD プレーヤー/レコーダーを本機に接続してください。 電源プラグは最後に接続します。 

接続の詳細や他の再生機器、サブウーファーとの接続については取扱説明書1日〜28ページをご覧<ださい。 


本機と DVD プレーヤー/レコーダー、および本機とテレビを接続するち法を表しています。 DVD のマルチチヤンネルデジタル音声 および テレビのマルチチヤンネルデジタル/アナ□グ音声をお楽しみいただけます。 
テレビと DVD プレーヤ ー/ レコーダーの映像接続は、 DVD プレーヤー/レコーダーに付属の映像ケープルなどで接続してください。 


テレビ 




映像接続 



DVD プ レーヤ ー/ 
レコ—ダ— 


接続ケーブルは L ソ下の順番で接続してください。 


/ 

①ステレオピンケーブル 

(テレビのアナ□グ 音声を 本機で再生します） 


付 

②ビデオ用ピンケーブル 

(本機のメ_ュー 画面を 了レビ L 映します） 


m 

③光ファイバーケーブル 

(テレビのデジタル 音声を 本機で再生します） 



④光ファイバーケーブル 

( DVD のデジタ j レ 音声を 本機で再生します） 


\ 


J 


A 


アナ □グ音声映像 光デジタル 

出力 入力 音声出力 





A 


光デジタル 
音声出力 



か-ヒント 

テレビと DVD プレーヤー/レコーダーの映像接続は、でさるだけ画質のよ 
い端テを使ラことをおすすめします。詳しくはテレビや DV □プレーヤー/ 
レコーダーに付属の取扱説明書をご覧<ださい。 


テレビや DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力設定びオン 
になっていることをご確認ください。 


YSP-500 


① 


② 



⑤ 



④ 




〇 


圖圖® ◎ 

t デすテ U ビ-つ一7*-ピデ： T ■.し 7_-.'-UVU ftU* シだ ZJM 

劾— -••■■一 


導) 画画 獲） ©* 


ビデオ テレビ/サブウーファー>ピデオ テレビ/チユーナー DVD AUX 

チユーナー ▲ 同軸 

•才ーディオ入力一——出力-デジタル入力- 


システム接続 


♦ 



音声接続 


■ サブウーファーから音を出力するた 
め、「图 YSP - 日00を自動設定す 
る（インテ U ビーム)」（裏面)で本機 
を設定してください。 

■ システム接続端子があるヤマ八製ヴ 
ブウーファーをシステム接続すれ 
ば、本機とサブウーファーの電源 
を连動して操作することびできま 
す。詳しくはサブウーファーに付 
属の取扱説明書をご覧ください。 


〇 


n 


夕 


AC 100 V 

コンセントへ 


すべての接続び終わる 
まで、電源プラグをコ 
ンセントに差し込まな 
いで < ださい。 


DVD やテレビを接続した！5、本機を自動 
設定しまず。裏面へお進みください。 


裏面へ 1 

j つづ < J 
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©2007 YAMAHA CORPORATION All rights reserved. 




































































































































































































































表面か 5 のつづさ 


3 ] YSP - 已〇〇を自動設定する（インテリビーム) 


YSP- 500 を自動設定し、最適な視聴空間をつ <D ます。 

付属のインテ U ビームマイクを使用して U スニングルームの環境を測定し、各チヤンネルの設をを自動的に調節します。 

測定中は大きなテスト音び出力されまず。 ルさなお子様びお部圍こし)る場合やお部屋に入ってくる可能性びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。 


〇 インテリビームマイクを本機の INTELLIBEAM MIC 端子に接続する 

自動設定時に簡易マイクスタンドを使用すると便利です。下図のよラに組み立て、インテリビームマイクを上に置いて使用します。 


© TV/AV/YSP スイッチを YSP 
側にスライドさせる 

U モコンび YSP 操作モードに切り替わります。 




© インテリビームマイクを実際に視聴する位置に設置する 

簡易マイクスタンドなどを利用して、 でさるだけ視聴時の耳の高さとなる位置に設置してください。 


インテリ ビーム マイク 


本機の設置高さ 


- S - 


簡易マイクスタンド 
——1 .8 miy 上- 



マイクの上限位置 


ImlUl 巧 


mL ソ内 

視聰位置 
マイクの下限位置 



本機の中む線： 
簡易マィクー 

スタンド ■画 A 


^0 

マイクの 

位置 


インテリビームマイクは本機か日 
1.8 m し U 上離し、本機の中む線上に設 
置してください。また、本機から上下 
1 mL ソ内の高さに設置してください。 
ソファーの背ちたれなど、マイクと壁 
の間に障害物びある場合には、障害物 
を移動したり、マイクをより高い場所 
に設置してください。壁に接している 
家具は壁と見なしますので障害物では 
ありません。 


0 IJ モコンの電源キーを巧す 

本機の電源びオンになります。 

操作の前に、 U モコンに電池を入れてください(取扱説明 

ま。。ぺ—バ） 

必要に応じて、本機の音量を調節してください(取扱説明 

重4己ぺ——ごり 

サブウーファーを接続している場合は、取扱説明書3已 
ページの r ぶこヒント」を参考に音量やク□スオーバー/八 
イカット周波数を設定して<ださい。 



〇 テレビの電源を入れる 


0 テレビの映像入力切替を操作し 
て、丫 SP- 500 の映像に切り替 
义る 

「 YSP - 已□□」と書かれた画面び表示されます。 

表面の接続例のよラに、「ビデオ用ピンケーブ J レ」をテレ 
ビの映像入力]に接続した場合は、テレビの映像入力を 
「1」に切り替えます。 


0 自動設定キーを2秒な上巧す 

テレビに下の画面び表示されます。画面び表示されない場 
合は、表面接続例の r ビデオ用ピンケーブル」び正しく接続 
されているか確認してください。 


テレビ ノ j • 7、-、•を ；シ。 B 

□ □ □ □ I 

B こ CS 〜 7';', ■ 

宜■モード 自勘化居 入カモード スリーブ ■ 

□ み口 □ ■ 

曰ビーム STV ム 3ビーム I 



if 醜 I 認 I 華備 

マイクを臟 L / てくださし、 

マイクを本巧の正面で 1.8 mU 上度し、 
正しい富さに離してください 
巧定にはおよそ攪かかりまず 
紙を巧した5腿か5ホてください 


巧窗：雕 おる]:や止 


0 KTF のことをお認する 

インテ U ビームマイクについて 

• 本機の正面に設置されていますか？ 

• 本機か日上下1 m じ(内の高さに設置されていますか？ 

• 本機から1 .8 m け上離れた場所に設置されていますか？ 
お部屋の環境について 
• でさるだけ静かに保たれていますか？ 


0 お部屋のかに出る準備をする 

お部屋の中にいると、最適な設定び行われない場合びあり 
ます。 手順1□でミ夫定キーを巧してから1□秒じ(内にお部屋 
の外に出られるよラに準備をしてください。 


か-ヒント 

• お部屋の外に出るとさは、本簡易接続.操作ガイドち一緒に 
お持ちください。 

• 測定中はお部屋の外でお待ちください。 

• 測定開始か5完了まで 約3 分か かります。 

• 測定中に自動設定を中止したい場合は、 U モコンの戻るキー 
を巧してください。 


® ミ夫定キーを巧して測定を開始し、 
10秒な巧にお部屋のかに出る 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 10秒じ(内にお部 
屋の外に出てください。 



測定び終了すると終了音(チヤイム音)び出力され、下のよ 
ラな画面び表示されます。 


H 淀結果 

巧励お了しましに 

ビ-ムモ-ド：5 ビーム 
ヴブウ-ファ-:無 

快赶：關ずる 
おる]:開しない 


r 環境チェック-- • [ NG ]」 と表示された場合は、取扱説明 
書38ページを参照し、再度設定してください。 


か-ヒント 

• 本機の設置位置やサブウーファーの有無などにより、結果表 
示画面は異なります。 

• エフー音（ブヴー音)か出力され、画面にエフーメッセージが 
表示された場合は、「エラーメッセージとエラー後の操作につ 
いて」（取扱説明書39ページ)を参照して問題を解決してくだ 
さい。その後、戻るキーを巧して再度設定してください。 


® 決定 キーを 巧ず 

下の画面び表示され、2秒後にメニューび消えます。 



© インテリビームマイクをかす 

自動設定完了です。マイクは大切に保管してください。 
測定結まは本機に記憶され、電源を切ってち初期設定値に 
は戻りません。 




音声をサラウンドで楽しむ 


DVD やテレビのデジタル音声をサラウンドで楽しみます。 

DVD プレーヤー/レコーダーおよびテレビの機能や設定、操作については、ご使用の DVD プレーヤー/レコーダーやテレビに付属の取扱説明書をご覧ください。 


DVD を再生する 

〇 テレビの映像入力切替を操作し 
て、 DVD の映像に切り替える 


テレビを視聴する 

〇 テレビに付属のリモコンで、見 
たいデジタル放送番組を選ぶ 


0 TV/AV/YSP スイッチを 
YSP 側にスライドさせる 

U モコンび YSP モードに切り替わります。 


I 

I I 


0 TV/AV/YSP スイッチを 
YSP 側にスライドさせる 

リモコンび YSP モードに切り替わります。 



© 1)DVD キーを巧す 


DVD を入力選択します。 


§器言 ■ 


テレビ — 

ロロ 

2) DVD プレーヤー/レコー 
ダーで、付属の サラウンド 
確認用 DVD を再生する 

イ 

〇 本機か6デジタル音声び出ていることを Si 認ずる 


0 テレビキーを巧す 

テレビを入力選択します。 

チ ュブー ビデオ DVD AUX 

ロロ ロロ 

口己 d 

^■18 走 んカモード スリーブ 

ロロ ロ 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

OBB 



V 


インジケーター表示 


フ□ントパネルディスプレイに、 MULTI インジケーターや AAC インジケーター(テレビ視聴時)が点灯しまず(取扱説 
明圭 [=； 日ぺ—バ） 

テレビのスピーカーか日音声び出ている場合は、テレビを消音してください。 

デジタル音声信号の入力について詳しくは、「デジタル信号の入力を確認する」（取扱説明書4己ページ)をご覧ください。 


- MULTI 


-AAC- 


© 音量+/—キーを巧して、音量を調節する 


日 K 

み 

み 


0 ビームモードキーを 巧して、 ビームモー ドを変更す る 

ビームモードを変更することにより、2チヤンネルステレオ再生か日已 .1 チヤンネルのマルチチヤンネル再 
生まで、己種類の再生モードをお楽しみいただけます。お好みのビームモードをお選びください。 

ビームモードについては取扱説明書47〜49、已3〜已已ページをご覧ください。 



YSP- 日00のサラウンドサウンドはお楽しみいただけましたか？リスニング環境をより詳細に設定したい 
場合は r 本機を詳細に設定する」（取扱説明書己9ぺージ〜）をご覧ください。 































































































